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一

交
通
事
故
発
生
状
況
と
対
策
に
つ
い
て

本
年
の
道
路
交
通
事
故
の
発
生
状
況
は
、
負
傷
者
数
に

つ
い
て
は
史
上
初
め
て
一
〇
〇
万
人
を
突
破
し
た
前
年
よ

り
さ
ら
に
一
割
近
く
増
加
し
て
い
る
ほ
か
、
死
者
数
に
つ

い
て
も
年
初
か
ら
増
加
基
調

(
一
〇
月
三
一
日
現
在
昨
年

比
-
-
七
人
増
)
で
推
移
し
て
お
り
、
本
年
中
に
年
間
交

通
事
故
者
数
を
九
、
0
○
○
人
以
下
に
す
る

(平
成
二

年
死
者
数
九
、
○
○
六
人
)
と
い
う
、
第
六
次
交
通
安
全

基
本
計
画
の
最
終
年
の
目
標
達
成
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
。本

年
の
死
亡
事
故
の
傾
向
は
、
自
動
車
乗
車
中
の
死
亡

者
が
前
年
に
比
較
し
て
増
加
し
て
い
る

(図
1
)
ほ
か
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
の
死
者
、
高
齢
者
の
自
転
車
乗
用

中
及
び
歩
行
者
の
死
者
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

例
年
秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
は
夜
間
特
に
薄
暮
時
の
死
亡

事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が

緊
密
な
連
携
の
下
に
諸
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
、
交
通
死
亡
事
故
の
抑
止
目
標

を
達
成
す
る
た
め
、
当
面
の
対
策
を
推
進
す
べ
く
、
九
月

七
日
に

｢交
通
死
亡
事
故
の
抑
止
に
向
け
当
面
緊
急
に
実

施
す
べ
き
対
策
の
推
進
強
化
に
つ
い
て
｣
の
交
通
対
策
本

部
決
定
を
行
っ
た
。

建
設
省
に
お
い
て
は
、
従
来
よ
り
交
通
安
全
対
策
基
本

法
に
基
づ
く
交
通
安
全
基
本
計
画
に
定
め
ら
れ
た
国
及
び

地
方
公
共
団
体
が
諸
ず
べ
き
交
通
の
安
全
に
関
す
る
大
綱

に
従
い
、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
七
箇
年
計
画
等
に

よ
る
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
各
般

の
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
高
度
情
報
通
信
技
術
等
を
活

用
し
た
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
の
施
策
の
推
進
に
よ
り
交
通
事
故
の
防
止
を
は
か
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
、
さ
ら
に
こ
の
決
定
を
受
け
て
、
平
成
三
一年
九

月
人
日
付
け
事
務
次
官
通
達
に
よ
り
、
交
通
死
亡
事
故
の

抑
止
目
標
を
達
成
す
べ
く
、
本
決
定
に
基
づ
き
、
関
係
機

関
と
密
接
な
連
携
を
取
り
つ
つ
道
路
交
通
環
境
の
整
備
、

広
報
啓
発
活
動
の
推
進
等
交
通
安
全
対
策
を
緊
急
か
つ
効

果
的
に
推
進
す
る
よ
う
各
道
路
管
理
者
あ
て
徹
底
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二

建
設
省
に
お
け
る
交
通
安
全
施
策
に
つ
い

て
以
上
で
示
し
た
昨
今
の
交
通
事
故
の
事
情
を
視
野
に
入

れ
つ
つ
、
今
後
と
も
各
種
の
施
策
を
推
進
し
て
い
か
ね
ば
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図 1 状態別死者数の推移 (各年 7月末)

年年年

な
ら
な
い
が
、
具
体
的
な
建
設
省
の
施
策
と
し
て
は
、
交

通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
後
程
詳
し
く
触
れ

る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
他
の
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

1

適
切
に
機
能
分
担
さ
れ
た
道
路
網
の
整
備
、
改
築

に
よ
る
道
路
交
通
環
境
の
整
備
、
災
害
発
生
等
に
備

え
た
道
路
交
通
の
安
全
性
の
確
保
、
安
全
で
円
滑
な

冬
期
道
路
交
通
の
確
保
に
努
め
る
。

2

高
度
情
報
化
等
の
推
進
方
策
と
し
て
、
道
路
交
通

情
報
等
の
充
実
、
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ

ム
)
の
推
進
、
防
災
管
理
の
情
報
化
の
推
進
に
努
め

る
。

3

災
害
･
異
常
気
象
時
に
お
け
る
通
行
の
禁
止
又
は

制
限
、
水
底
ト
ン
ネ
ル
等
に
お
け
る
危
険
物
積
載
車

両
の
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
、
特
殊
車
両
の
通
行
の

禁
止
又
は
制
限
等
の
適
切
な
実
施
に
努
め
る
。

4

そ
の
他
の
道
路
交
通
環
境
の
整
備
等
と
し
て
、
高

速
自
動
車
国
道
等
に
お
け
る
交
通
安
全
施
設
等
の
整

備
の
推
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

･
ゾ
ー
ン
の
形
成
、
交

通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
、駐
車
場
等
の
整
備
、

道
路
占
用
の
適
正
化
、交
通
結
節
点
の
改
善
の
整
備
、

自
転
車
駐
車
場
の
整
備
の
推
進
、
都
市
公
園
の
整
備

の
推
進
、
電
線
共
同
溝
及
び
共
同
溝
の
整
備
、
高
速

自
動
車
国
道
等
に
お
け
る
救
急
業
務
体
制
の
整
備
等

に
努
め
る
。

5

交
通
安
全
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等
に
つ
い
て

2 道行セ 2000.11
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期間勤割(家事◎/◎◎踵)

は
、
例
年
春
秋
に
開
催
さ
れ
る
交
通
安
全
運
動
を
中

心
に
、
道
の
駅

･
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
等
を
活
用
し
て
、
交
通
安
全
に
関
す
る
広
報

の
効
果
的
な
推
進
に
努
め
る

(写
真
1
･
2
)。

6

交
通
事
故
対
策
及
び
道
路
災
害
に
関
す
る
研
究
、

I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
に
関
す
る
研

究
開
発
の
推
進
に
努
め
る
。

7

踏
切
事
故
の
防
止
と
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
立
体

交
差
化
及
び
構
造
改
良
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
の
事
業
並
び
に
関
連
事
業
を
緊
急
的
か
つ
重
点

的
に
実
施
す
べ
く
平
成
三
一年
度
に
創
設
し
た
踏
切

道
等
総
合
対
策
事
業
の
推
進
に
努
め
る
。
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三

交
通
安
全
施
設
等
の
整
備

建
設
省
に
お
い
て
は
、
最
近
の
依
然
と
し
て
厳
し
い
道

路
交
通
事
故
の
状
況
に
か
ん
が
み
、
｢特
定
交
通
安
全
施

設
等
整
備
事
業
七
箇
年
計
画
｣
(平
成
人
年
度
~
平
成
一

四
年
度
)
等
に
基
づ
き
、
緊
急
に
安
全
を
確
保
す
べ
き
一

般
道
路
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
に
重
点
を
お
い
て
公
安
委

員
会
と
連
携
し
て
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備
等
を
推
進
し

て
い
る
。

①

事
故
多
発
地
点
対
策
の
推
進

幹
線
道
路
に
お
け
る
事
故
が
、
全
体
の
九
%
の
区

間
に
四
0
%
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、

一
般
道
路
に
お
け
る
事
故
多
発
地
点
及
び
そ
の
周
辺

地
域
に
つ
い
て
、
交
差
点
改
良
、
歩
道
等
の
整
備
、

道
路
照
明
の
設
置
等
の
事
故
削
減
策
を
集
中
的
に
実

施
し
、
事
故
多
発
地
点
の
解
消
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
い
て
は
、
重
大

事
故
や
雨
天
事
故
の
防
止
を
目
的
と
し
た
強
化
型
防

護
柵
及
び
排
水
性
舗
装
の
整
備
等
を
重
点
的
に
実
施

し
て
い
る
。

②

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

･
ゾ
ー
ン
の
形
成

住
居
系
地
区
や
商
業
系
地
区
等
に
お
い
て
、
通
過

交
通
の
進
入
を
抑
え
、歩
車
の
適
切
な
共
存
を
図
り
、

地
区
内
の
暮
ら
し
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
｢
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ゾ
ー
ン
形
成
事
業
｣
を
推
進
し
て
い

る
。
こ
の
事
業
に
お
い
て
は
、
地
域
の
人
々
の
参
加

の
基
に
策
定
さ
れ
る
計
画
に
基
づ
き
、
公
安
委
員
会

通
環
境
の
点
検
･
改
善
を
行
う
｢交
通
安
全
総
点
検
｣

に
よ
る
ゾ
ー
ン
規
制
等
と
あ
わ
せ
て
、
道
路
管
理
者

を
推
進
し
て
い
る
。

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
、
歩
車
共
存
道
路
等
の

面
的
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

③

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
快
適
な
歩
行
空
間
の
整
備

本
年
五
月
に
成
立
し
た
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

(高
齢
者

･
身
体
障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
た
移
動
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
)
の

成
立
も
踏
ま
え
、
市
街
地
の
駅
、
商
店
街
、
病
院
、

福
祉
施
設
等
の
周
辺
及
び
そ
れ
ら
を
連
絡
す
る
道
路

に
お
い
て
、
幅
の
広
い
歩
道
等
の
整
備
、
既
設
歩
道

の
段
差
･
傾
斜
･
勾
配
の
改
善
、
立
体
横
断
施
設
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

･
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
、
歩

行
者
用
の
休
憩
施
設
の
整
備
、
電
線
類
の
地
中
化
等

に
よ
る
、歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
。

④

自
転
車
利
用
環
境
の
整
備

安
全
で
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
自
転
車
を
都
市
の

主
要
な
交
通
モ
ー
ド
と
し
て
位
置
付
け
、
そ
の
利
用

を
促
進
す
る
た
め
、
快
適
か
つ
安
全
に
自
転
車
が
走

行
で
き
る
自
転
車
道
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
そ
れ

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

⑤

利
用
す
る
視
点
か
ら
の
安
全
へ
の
取
組
み

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
み
を
通
じ
て
交
通
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
公
安
委
員
会
と
連
携
し
、

住
民
･
企
業
等
の
主
体
的
な
参
加
の
も
と
に
道
路
交

を
推
進
し
て
い
る
。

⑥

技
術
開
発
･
研
究
の
推
進

安
全
な
交
通
の
確
保
を
図
る
た
め
、
最
先
端
の
情

報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
A
H
S

(走
行
支
援
道
路

シ
ス
テ
ム
)
等
の
技
術
開
発
を
推
進
し
て
い
る
。
ま

た
、
I
T
S
の
技
術
を
歩
行
空
間
の
情
報
化
に
活
用

し
、
効
果
的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
移
動
環
境
を
創
出

し
て
い
く
取
組
み
で
あ
る

｢歩
行
者
I
T
S
｣
の
研

究
開
発
を
推
進
し
て
い
る
。

4 道行セ 2000,11
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覊
邇
●
蘂
週
嫌
釜
対
策
に
関
す
る
桝
弗

建
設
省
土
木
研
究
所
道
路
部
交
通
安
全
研
究
室

は
じ
め
に

一
九
九
九
年
の
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

数
は
、
九
、
○
○
六
人
と
一
九
九
六
年
以
来
四
年
連
続
し

て
一
万
人
を
下
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
交
通
事
故
発
生

件
数
は
、
八
五
万
三
六
三
人
と
七
年
連
続
し
て
史
上
最
悪

を
更
新
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
負
傷
者
数
は
一
〇
五
万
三

九
七
人
と
初
め
て
一
〇
〇
万
人
を
超
え
て
お
り
、
我
が
国

の
交
通
事
故
の
発
生
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
当
研
究
室
で
は
交
通
事
故

の
削
減
に
資
す
る
べ
く
、
交
通
事
故
の
要
因
分
析
や
科
学

的
手
法
に
基
づ
く
事
故
削
減
策
の
検
討
、
交
通
安
全
施
設

の
開
発
研
究
等
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
の
著
し
い
高
齢
化
な
ど
社
会
構
造
の
変
化

に
伴
い
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の
構
築
が
強
く
望
ま
れ
て

い
る
。
道
路
管
理
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
安
全
、
安

心
か
つ
快
適
な
歩
行
環
境
を
創
造
す
る
た
め
、
歩
行
者
空

間
に
関
す
る
研
究
や
I
T
S
技
術
を
活
用
し
た
高
齢
者
、

障
害
者
へ
の
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
高
齢
化
社

会
に
対
応
し
た
調
査
研
究
も
行
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
当
研
究
室
で
の
最
近
の
こ
れ
ら
の
取
組
み

に
つ
い
て
、
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
す
る
。

一

交
通
事
故
分
析

限
ら
れ
た
予
算
で
よ
り
大
き
な
事
故
削
減
効
果
を
得
る

た
め
に
は
、
事
故
発
生
要
因
の
科
学
的
･
客
観
的
な
調
査

分
析
に
基
づ
い
た
対
策
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
の
基
礎
的
情
報
基
盤
と
し
て
建
設
省
と
警
察
庁
で
は
昭

和
六
三
年
度
よ
り

｢交
通
事
故
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
｣
を

構
築
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
警
察
庁
の
交
通
事
故
統
計

デ
ー
タ
と
建
設
省
の
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
デ
ー
タ
を
結
合

さ
せ
た
も
の
で
、
事
故
発
生
地
点
が
正
確
に
把
握
で
き
る

と
い
う
特
徴
を
活
か
し
て
交
通
事
故
の
分
析
等
に
利
用
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

1

要
対
策
箇
所
の
抽
出

交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
の
方
法
に
は
幾
つ
か
の
方
法

が
あ
る
が
、交
通
安
全
施
設
の
整
備
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
こ
で
費
用
対
効
果
を
考
え
る
と
事
故
減
少
効
果
が
大
き

い
場
所
、
す
な
わ
ち
事
故
多
発
地
点
へ
の
対
策
が
有
利
と

な
る
。

･

当
研
究
室
で
は
先
に
述
べ
た
交
通
事
故
統
合
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
用
い
、
そ
の
特
徴
を
活
か
し
た
事
故
多
発
地
点
の

合
理
的
な
抽
出
方
法
を
開
発
し
た
。
そ
の
結
果
、
実
際
に

道
路
交
通
事
故
は
均
等
に
発
生
し
て
お
ら
ず
、
特
定
の
箇



　

　

　

単

交

所
に
集
中
し
て
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
(図
1
)。 1 事故多発地点における交通事故の集中状況
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2

交
通
安
全
対
策
の
効
果
測
定

交
通
安
全
対
策
を
実
施
す
る
際
に
過
去
の
実
績
を
用
い

て
そ
の
効
果
を
事
前
に
予
測
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
交
通
安
全
対
策
の
効
果
測
定
の
結
果
は
今

後
の
交
通
安
全
対
策
を
行
う
上
で
の
重
要
な
情
報
源
と
な

る
。と

こ
ろ
で
交
通
安
全
対
策
は
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
等
の
抜
本
的
対
策
と
交
通
安
全
施
設
整
備
等
の
緊
急
的

対
策
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
効
果
を
測
定
す
る

方
法
と
し
て
、
対
策
箇
所
に
お
い
て
対
策
前
後
で
事
故
件

数
等
を
測
定
す
る
方
法

(事
前
事
後
調
査
法
)
と
対
策
が

実
施
さ
れ
た
場
所
と
そ
こ
に
類
似
し
た
対
策
未
実
施
箇
所

の
事
故
件
数
等
を
比
較
す
る
方
法

(類
似
地
点
比
較
法
)

が
あ
る
。

本
稿
で
は
交
通
安
全
施
設
の
設
置
効
果
に
関
す
る
分
析

に
つ
い
て
二
事
例
紹
介
す
る
。

○

事
故
多
発
地
点
緊
急
対
策
事
業
箇
所
に
お
け
る
交
通

安
全
対
策
の
効
果
分
析

警
察
庁
、
建
設
省
が
推
進
し
て
い
る
事
故
多
発
地
点
緊

急
対
策
事
業
箇
所
に
お
い
て
、
事
前
事
後
調
査
法
を
適
用

し
た
。
こ
こ
で
は
事
故
類
型
と
場
所

(単
路
、
交
差
点
)

に
分
け
た
結
果
を
示
す

(図
2
)。

単
路
部
の
車
両
単
独
事
故
、
交
差
点
部
の
人
対
車
両
事

故
を
中
心
に
、
ど
の
パ
タ
ー
ン
で
も
事
故
削
減
効
果
が
得

ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
単
路
部
の
人
対
車
両
事
故
は
若
干

増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
事
前
事
故
件
数
、
事
後
事
故

件
数
と
も
サ
ン
プ
ル
数
が
非
常
に
少
な
い
た
め
で
あ
り
、

交
通
安
全
対
策
の
効
果
以
上
に
偶
然
の
要
素
が
効
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

⑭

中
央
分
離
帯
の
設
置
効
果
に
関
す
る
分
析

四
車
線
道
路
に
お
い
て
中
央
分
離
帯
が
設
置
さ
れ
て
い

る
場
所
と
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
事
故
率
の
違
い
を

比
較
し
た

(類
似
地
点
比
較
法
)。
こ
こ
で
は
道
路
交
通

セ
ン
サ
ス
単
位
区
間
に
樅
け
る
中
央
帯
の
設
置
区
間
長
の

図 2 交通安全対策の効果 (分析対象事故多発地点緊急対
策事業箇所のうち246箇所)
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図

比
率

(八
0
%
以
上
を
中
央
帯
有
り
と
み
な
す
)
と
中
央

帯
の
幅
員

(
一
m
以
上
あ
る
場
合
は
分
離
帯
有
り
と
み
な

す
)
に
よ
り
分
別
し
た
。
そ
の
結
果
、
幅
員
一
･
o
m
未

満
の
中
央
帯
設
置
区
間
に
比
べ
て
幅
員
一
･
o
m
以
上
の

中
央
帯
設
置
区
間
で
の
事
故
率
は
低
く
、
中
央
分
離
帯
の

設
置
が
交
通
事
故
の
削
減
に
効
果
を
有
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る

(図
3
)
。

一
一
交
通
安
全
施
設
の
開
発

交
通
安
全
施
設
は
、
安
全
、
安
心
か
つ
快
適
な
道
路
環

境
を
提
供
す
る
と
共
に
、
交
通
事
故
の
削
減
、
交
通
事
故

6 道行セ 2000.11



事
故
率

(年
億
/
台
キ
ロ
ノ
年
)

0

5

0

5

0

5

0

5

0

4

3

3

2

2

1

1

歩行者

被
害
の
軽
減
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
整
備
等
の
抜
本
的
対
策
に
比
べ
低
コ
ス
ト
で
、
適
切

な
配
置
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
効
果
が
期
待
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
交
通
安
全
の
た
め
の
基
本
的
な
対
策

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

1

夜
間
の
視
認
性
向
上

①

道
路
照
明

夜
間
の
道
路
利
用
者
の
快
適
性
向
上
を
図
る
に
は
、
運

転
者
が
十
分
に
連
続
性
の
あ
る
視
覚
情
報
を
得
ら
れ
る
良

好
な
視
環
境
が
必
要
で
あ
る
。
当
研
究
室
で
は
、
効
率
的

か
つ
良
好
な
祝
環
境
提
供
の
た
め
道
路
照
明
の
灯
具
の
種

類
、
配
光
や
輝
度
等
に
関
し
、
合
理
的
な
設
置
方
法

金
放

置
高
さ
、
間
隔
)
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る

(写
真
1
)。
ま
た
、
よ
り
効
果
的
な
交
通
安
全
対
策
の
実

施
を
目
的
に
、
道
路
照
明
に
よ
る
事
故
削
減
効
果
の
調
査

研
究
も
行
っ
て
お
り
、
交
差
点
に
お
い
て
は
道
路
照
明
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
交
通
事
故
が
約
四
割
減
少
す
る
こ

と
が
昨
年
度
の
調
査
研
究
で
把
握
さ
れ
た
。

⑭

道
路
線
形
の
明
示

夜
間
･
霧
中
な
ど
視
認
性
が
極
端
に
低
下
す
る
状
況
で

は
、
進
行
方
向
の
道
路
線
形
の
明
示
は
非
常
に
重
要
な
交

通
安
全
対
策
で
あ
る
。
現
在
視
線
誘
導
対
策
と
し
て
は
、

区
画
線
の
他
、
視
線
誘
導
標
、
自
発
光
鋲
な
ど
が
用
い
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
明
る
さ
、
設
置
位
置
、
設
置
間
隔

等
と
道
路
利
用
者
の
視
認
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
行

っ
て
い
る
。

最
近
行
っ
た
視
線
誘
導
施
設
の
設
置
高
さ
の
研
究
結
果

で
み
る
と
、
視
線
誘
導
施
設
の
設
置
高
さ
は
、
路
面
に
近

い
位
置
が
運
転
者
に
と
っ
て
線
形
が
理
解
し
や
す
く
、
効

果
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
車
両
前
照
灯

を
反
射
す
る
反
射
式
視
線
誘
導
施
設
で
は
、
前
照
灯
が
下

向
き
に
照
射
さ
れ
る
た
め
反
射
面
が
下
に
あ
っ
た
方
が
明

る
く
硯
認
で
き
る
こ
と
や
、
曲
線
部
で
は
運
転
者
の
視
線

が
外
側
線
な
ど
に
向
く
た
め
、
こ
れ
ら
と
近
い
位
置
に
あ

る
と
そ
れ
に
沿
っ
て
運
転
し
や
す
く
な
る
こ
と
が
理
由
と

し
て
考
え
ら
れ
る
。
視
線
誘
導
施
設
の
高
さ
は
、
こ
れ
ま
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写真 1 高位置設置の道路照明による実施例
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で
路
面
雨
水
の
飛
び
は
ね
な
ど
に
よ
る
汚
れ
を
少
な
く
す

る
た
め
、
路
面
か
ら
九
〇

皿
程
度
の
高
さ
に
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
汚
れ
の
恐
れ
が
少
な
い
区
間
や
視
線
誘
導
施
設

の
清
掃
が
定
期
的
に
行
え
る
区
間
で
は
、
視
線
誘
導
施
設

の
高
さ
を
低
く
す
る
こ
と
が
運
転
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い

と
い
え
る
。

2

防
護
柵
に
関
す
る
研
究

当
研
究
室
で
は
道
路
付
属
施
設
の
車
両
衝
突
時
の
機
能

を
検
証
す
る
我
が
国
唯
一
の
衝
突
実
験
施
設
を
有
し
て
お

り
、
こ
の
施
設
を
用
い
て
実
物
の
大
型
貨
物
車
や
小
型
乗

用
車
な
ど
を
防
護
柵
に
衝
突
さ
せ
て
、
防
護
柵
の
機
能
を

検
証
す
る
実
車
衝
突
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

□80%以上(幅員tom未満)

自転車
当事者

図 3 中央帯の有無による事故率の違い

二輪車 自動車



ら
の
実
験
結
果
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
解
析
に
よ
り
、
各

種
の
防
護
柵
開
発
及
び
設
計
方
法
確
立
を
目
的
と
し
た
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
成
果
は
、

平
成
一
〇
年
に
改
定
さ
れ
た
防
護
柵
の
基
準
に
反
映
さ
れ

て
お
り
、
開
発
さ
れ
た
新
し
い
防
護
柵
は
標
準
的
な
仕
様

と
し
て
、
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

写
真
2
は
、
二
五
ト
ン
貨
物
車
の
衝
突
を
想
定
し
た
高

強
度
型
防
護
柵
の
開
発
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
実
車
衝
突

実
験
の
例
で
あ
る
o

3

カ
ー
ブ
区
間
の
段
差
薄
層
舗
装

近
年
、
速
度
抑
制
等
を
促
す
対
策
と
し
て
カ
ー
ブ
区
間

等
に
段
差
薄
層
舗
装
が
施
工
さ
れ
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ

る
。
し
か
し
、
そ
の
効
果
や
課
題
は
十
分
把
握
さ
れ
て
お

ら
ず
、
特
に
二
輪
車
に
対
し
て
は
、
そ
の
挙
動
に
与
え
る

影
響
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
二
輪
車
の
挙
動

を
考
慮
し
た
設
置
方
法
を
検
討
す
る
た
め
の
実
験
を
行
っ

て
い
る
。

実
験
の
結
果
、
高
さ
四
皿
の
段
差
薄
層
舗
装
で
あ
れ
ば

曲
線
部
内
に
施
工
し
た
場
合
は
二
輪
車
ラ
イ
ダ
ー
の
安
全

性
に
問
題
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、

カ
ー
ブ
区
間
を
走
行
す
る
時
は
、
カ
ー
ブ
手
前
の
直
線
部

で
し
っ
か
り
と
減
速
を
し

(ス
ロ
ー
イ
ン
)、
曲
線
部
内

で
は
定
速
で
走
行
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
従
っ
て
、
カ

ー
ブ
区
間
の
減
速
等
を
促
す
た
め
に
は
、
図
4
の
よ
う
に

直
線
部
の
み
に
段
差
薄
層
舗
装
を
施
工
し
、
曲
線
部
内
は

滑
り
止
め
舗
装
を
全
面
施
工
す
る
な
ど
、
車
両
の
走
行
挙

動
に
則
し
た
速
度
抑
制
対
策
が
望
ま
れ
る
。

4

道
路
利
用
者
へ
の
道
路
情
報
提
供
装
置

近
年
の
情
報
提
供
技
術
の
高
度
化
を
踏
ま
え
、
道
路
利

用
者
に
高
度
化
･
多
様
化
し
た
一
般
道
路
情
報
を
的
確
に

提
供
す
る
た
め
、
道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
視
認
性
に
配

慮
し
た
道
路
標
識
、
情
報
提
供
装
置
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
近
年
の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
技

術
開
発
の
進
展
を
踏
ま
え
、
(社
)
建
設
電
気
技
術
協
会

と
の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
開
発
し
た
フ
ル
カ
ラ
ー
対
応
型

8 道チテセ 2000.11
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図 4 曲線区間での段差の設置方法



道
路
情
報
提
供
装
置

(写
真
3
)
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

調
査
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
情
報
提
供
装
置
は
、
色
の
表
示
範
囲
が
テ
レ
ビ
受

像
機
と
同
程
度
以
上
で
あ
り
、
か
つ
従
来
の
三
色
型
道
路

情
報
板
と
比
べ
て
省
エ
ネ
タ
イ
プ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

三

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
歩
道
の
研
究

高
齢
者
や
障
害
者
、
さ
ら
に
は
子
供
や
妊
産
婦
、
ベ
ビ

ー
カ
ー
を
押
す
人
な
ど
に
も
、
移
動
が
容
易
と
な
る
歩
行

者
空
間
が
望
ま
れ
、
歩
行
者
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
は
次

の
各
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

①
歩
行
者
の
た
め
の
空
間
が
連
続
的
に
広
が
る
よ
う
に

計
画
･
整
備
す
る
。

②
高
齢
者

･
障
害
者
等
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
空

間
･
幅
員
を
確
保
す
る
。

③
勾
配
を
小
さ
く
す
る
と
と
も
に
、
段
差
は
適
切
な
処

理
を
し
て
、
高
齢
者
･
障
害
者
等
が
支
障
な
く
通
行

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

④
疲
れ
た
り
迷
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
通
行
で
き
る
よ

う
に
、
各
種
施
設
を
適
切
に
配
備
す
る
。

1

歩
道
高
さ

歩
道
等
の
高
さ
は
歩
行
者
に
安
心
感
を
も
た
ら
し
、
こ

の
た
め
歩
道
面
が
低
い
歩
道
等
で
は
、
危
険
感
や
不
安
感

が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。と
こ
ろ
が
、高
齢
者
や
障
害
者
の

歩
道
面
高
さ
を
低
く
し
て
も
問
題
が
な
い
も
の
と
考
え
ら

歩
道
利
用
を
考
慮
し
た
場
合
、歩
道
面
の
高
さ
が
低
い
方
が

れ
る
。
よ
っ
て
、
広
幅
員
の
歩
道
を
整
備
す
る
場
合
は
、

歩
道
上
の
勾
配
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
有
利
で
あ
る
。当

歩
道
高
さ
を
低
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
一
層
の
バ
リ

"
ま

ト
首

旨

こ

る

灸
を
テ
っ
た
。

ア
フ
リ
ー
化
が
進
め
ら
れ
る
も
の
と
な
る
。

歩
道
上
の
勾
配
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
有
利
で
あ
る
。当

研
究
室
で
は
歩
道
面
高
さ
に
関
す
る
実
験
を
行
っ
た
。

実
験
で
得
ら
れ
た
危
険
感
等
に
関
す
る
評
価

(走
行
速

度
の
畑
/
h
の
場
合
)
は
図
5
の
と
お
り
で
あ
る

(注
…

歩
道
種
類
の

｢m
ー
m
｣
と
は

｢緑
石
高
さ
一
〇
皿
、
歩

道
面
高
さ
一
〇
皿
｣
の
略
記
。
縦
軸
は

｢問
題
で
な
い
｣

と
し
た
割
合
。)。
こ
の
結
果
、
次
項
が
い
え
る
。

D
歩
道
が
広
い
ほ
ど
歩
行
者
の
評
価
は
高
い
。

の
歩
行
者
の
評
価
は
、
歩
道
種
類
と
あ
ま
り
関
係
し
な

い
。

歩
道
幅
員
に
関
し
て
は
大
き
な
評
価
の
差
が
見
ら
れ
る

が
、
歩
道
種
類
間
で
の
評
価
の
差
は
小
さ
い
。
つ
ま
り
、

二
m
あ
る
い
は
三
m
と
い
う
よ
う
に
歩
道
が
広
け
れ
ば
、

　

-÷

‐
~

こ
も
姦
纖
痴

肯
定
的
回
答
率

(%
)

図 5 歩行者の評価 (走行速度60km′h)

2

歩
道
上
の
勾
配

当
研
究
室
で
は
、
歩
道
上
に
生
ず
る
勾
配

(縦
断
勾
配
、

横
断
勾
配
、
合
成
勾
配
)
と
車
い
す
使
用
者
の
通
行
の
し

や
す
さ
･
し
に
く
さ
に
つ
い
て
も
実
験
を
行
っ
た
。
こ
の

結
果
、
縦
断
勾
配
に
つ
い
て
は
六
%
程
度
よ
り
小
さ
い
勾

配
に
お
い
て

｢危
険
だ
｣
と
す
る
回
答
は
少
な
く
、
横
断

勾
配
･
合
成
勾
配
に
つ
い
て
は
四
%
程
度
よ
り
小
さ
い
勾

配
に
お
い
て

｢危
険
だ
｣
と
す
る
回
答
が
少
な
い
、
と
い

う
結
果
を
得
た
。
今
後
は
こ
れ
ら
道
路
利
用
者
の
特
徴
を

加
味
し
な
が
ら
、
｢使
い
勝
手
が
よ
い

(悪
く
な
い
)｣
道

路
空
間
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
い
え
る
。

な
お
こ
の
結
果
は
、
一
九
九
九
年
に
改
定
さ
れ
た

｢歩
道

に
お
け
る
段
差
及
び
勾
配
等
に
関
す
る
基
準
｣
に
も
反
映

さ
れ
た
。

四

歩
行
者
ー
T
S
の
開
発

高
齢
者
や
障
害
者
で
も
安
全
か
つ
快
適
に
歩
く
こ
と
が

で
き
る
歩
行
環
境
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
バ
イ
ア
フ
リ

ー
な
空
間
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
提
供
に
よ
り

障
害
者
や
高
齢
者
の
歩
行
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
。
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そ
こ
で
当
研
究
室
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
等
の
自
立

及
び
社
会
参
加
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
I
T
S
の

技
術
を
活
用
し
、
歩
行
者
の
安
全
･
安
心
か
つ
快
適
な
歩

行
を
支
援
す
る
た
め
の
情
報
提
供
を
行
う
歩
行
者
I
T
S

の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
を
行

っ
て
い
る
。

聴
覚
障
害
者

肢
体
不
自
由
者

視
覚
障
害
者

特
に
緊
急
時
に
は
視
覚
的
な
情
報
に
よ
っ

て
救
わ
れ
る
面
が
大
き
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
経
路
に
関
す
る
情
報
等

を
取
得
で
き
る
手
段
が
必
要
。

点
状

(警
告
)
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は

｢そ
れ
が
何
を
警
告
し
て
い
る
も
の
な
の

か
｣
が
不
明
。
線
状

(誘
導
)
ブ
ロ
ッ
ク

に
つ
い
て
は
｢そ
の
先
に
何
が
あ
る
の
か
｣

が
不
明
で
あ
る
。

1

障
害
者
が
歩
行
中
に
必
要
と
す
る
情
報

歩
行
者
I
T
S
に
必
要
な
機
能
を
検
討
す
る
た
め
、
歩

行
者
、
特
に
歩
行
に
困
難
を
感
じ
る
こ
と
の
多
い
と
考
え

ら
れ
る
身
体
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
の
分
析
を
行
っ
た
。
以
下

は
、
当
研
究
室
に
て
実
施
し
た
歩
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
関
す

る
研
究
の
結
果
で
あ
る
。

2

歩
行
者
-
T
S
に
必
要
な
り
ク
ワ
イ
ア
メ
ン
ト

前
述
の
歩
行
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
歩
行
者
I
T
S
の

要
件
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
位
置
情
報
提
供

利
用
者
の
自
己
位
置
を
高
精
度
で
特
定
す
る
。

こ
の
位
置
情
報
は
、
以
下
に
述
べ
る
危
険
警
告
や

　
　

"ン

嘲

が

メ

、

＼

差

o

訃
＼

段
ず

イ
ー

“
~ゞゞ

耀

く

　

　

　
　

　
　

　

経
路
案
内
に
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
在
G
P

S
等
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
位
置
情
報
よ
り
も
は
る
か

に
高
い
精
度
が
必
要
と
な
る
。

②
危
険
の
警
告

利
用
者
の
歩
行
経
路
上
に
段
差
や
階
段
、
歩
車
道

の
境
界
、
そ
の
他
歩
行
の
障
害
と
な
る
も
の
が
存
在

し
た
場
合
、
そ
の
位
置
や
種
類
･
形
状

(段
差
の
大

き
さ
･
昇
降
の
区
別
等
)
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供

す
る

(図
6
)。

③
場
所
属
性
情
報
の
提
供

利
用
者
の
自
己
位
置
も
し
く
は
目
的
地
周
辺
に
お

け
る
各
種
施
設
や
公
共
交
通
機
関
等
に
関
し
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
情
報
を
提
供
す
る
。

④
経
路
案
内

自
己
位
置
か
ら
目
的
地
ま
で
の
経
路
案
内
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
経
路
に
つ
い
て
は
、
最
短
経
路
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
経
路
、歩
道
の
整
備
さ
れ
た
経
路
等
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
案
内
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
要
件
に
加
え
、
使
用
者
の
使
用
場
所

(例
"

道
路
、
地
下
街
、
駅
、
屋
内
等
)
の
特
性
や
、
歩
行
者
交

通
量

･
天
候
な
ど
の
使
用
環
境
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
連
続
的
に
利
用
で
き
る
こ
と
や
、
地
上
に
設
置
す
る

イ
ン
フ
ラ
機
器
の
整
備
コ
ス
ト
･
維
持
管
理
コ
ス
ト
が
安

価
で
あ
る
こ
と
、利
用
者
が
携
帯
す
る
機
器
に
つ
い
て
は
、

携
帯
す
る
こ
と
が
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
で
き
る
だ
け
小

型
･
軽
量
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
歩
行
者
I
T
S
の
普
及

の
た
め
に
必
要
な
条
件
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
当
研
究
室
で
の
最
近
の
取
組
み
、
成
果
に
つ
い

て
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
た
。
今
後
と
も
、
交
通
安
全

に
係
る
調
査
研
究
に
つ
い
て
、
本
格
的
な
少
子
･
高
齢
社

会
の
到
来
な
ど
、
時
代
の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
自
動

車
利
用
者
の
み
な
ら
ず
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
子
供
な
ど

も
含
め
た
道
路
利
用
者
の
安
全
･
安
心
で
快
適
な
道
路
空

間
の
形
成
に
貢
献
す
べ
く
、
調
査
研
究
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。
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特
集
/
藥
通
安
全
対
策

セ道

鰤
魔
囃
灘
に
謳
漸
萎
嚢
週
嚢
釜
鰤
簾
に
つ
い
て

“ 2000.11 ZZ

建
設
省
都
市
局
街
路
課
係
長

清

水

純

は
じ
め
に

街
路
は
、
都
市
の
骨
格
を
形
成
し
円
滑
な
都
市
活
動
を

支
え
る
最
も
基
礎
的
な
基
盤
施
設
で
あ
り
、
そ
の
整
備
に

当
た
っ
て
は
、
各
都
市
の
特
性
を
活
か
し
つ
つ
、
健
全
で

文
化
的
な
都
市
生
活
と
機
能
的
な
都
市
活
動
が
十
分
確
保

さ
れ
る
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
都
市
の

発
展
動
向
に
対
処
し
つ
つ
、
魅
力
的
な
都
市
空
間
を
形
成

す
る
歩
行
者
専
用
道
路
か
ら
都
市
発
展
の
基
盤
と
な
る
幹

線
道
路
の
整
備
に
至
る
ま
で
、
幅
広
く
諸
施
策
を
展
開
し
、

将
来
二
一
○
万
m
と
予
測
さ
れ
て
い
る
市
街
地
を
良
好
な

も
の
と
し
て
整
備
す
る
と
と
も
に
、
総
合
的
な
都
市
交
通

体
系
の
確
立
、
健
全
か
つ
機
能
的
な
都
市
形
成
を
図
る
こ

と
が
街
路
事
業
の
基
本
的
な
目
標
と
な
る
。

具
体
的
に
は
、
平
成
一
○
年
度
を
初
年
度
と
す
る

｢新

た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

(以
下
、
『新
五
箇
年
計
画
』

交
通
安
全
対
策
は
特
に
重
要
な
課
題
と
し
て
、
街
路
事
業

と
い
う
。)
の
策
定
に
際
し
、
二
一
世
紀
初
頭
ま
で
の
長

に
お
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

期
構
想
目
標
を

る
o

｢既
成
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
道
路
を
完
成
さ
せ
、
新

市
街
地
に
お
け
る
広
域
的
な
交
通
を
処
理
す
る
都
市
骨
格

幹
線
道
路
及
び
市
街
地
幹
線
道
路
を
概
成
さ
せ
る
と
と
も

に
、
市
街
地
の
状
況
に
応
じ
て
、
住
区
幹
線
道
路
の
整
備

を
推
進
す
る
。｣

と
、
設
定
し
、
こ
の
う
ち
緊
急
に
整
備
す
べ
き
も
の
に
つ

い
て
は
、
新
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
、

｢地
域
高
規
格
道
路
、
主
要
な
放
射

･
環
状
道
路
等
の
都

市
交
通
の
円
滑
化
や
土
地
の
有
効
高
度
利
用
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
等
に
資
す
る
路
線
を
重
点
に
約
四
、
五
〇
〇

如
の
整
備
を
推
進
す
る
。｣
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
中
で
も
、
国
民
の
最
も
基
本
的
な
ニ
ー
ズ
で
あ
る

以
下
に
、
そ
の
主
な
施
策
の
概
要
を
述
べ
る
。

一

身
近
な
ま
ち
づ
く
り
支
援
街
路
事
業

1

目
的
･
背
景

補
助
事
業
の
重
点
化
の
一
環
と
し
て
、街
路
事
業
で
は
、

地
域
高
規
格
道
路
、
連
続
立
体
交
差
事
業
、
都
市
モ
ノ
レ

ー
ル
等
の
都
市
整
備
に
と
っ
て
重
要
な
広
域
的
･
根
幹
的

な
施
設
の
整
備
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。こ

の
一
方
、
日
常
生
活
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
身
近

な
生
活
空
間
の
整
備
や
、
よ
り
質
の
高
い
街
路
空
間
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
従
来
か
ら
の
幹
線
街



路
の
整
備
に
加
え
、
地
区
レ
ベ
ル
の
街
路
の
再
整
備

(グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
等
)
を
図
り
、
テ
ー
マ
を
も
っ
て
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
も
う
と
す
る
地
区
を
対
象
と
し
た
街
路
事

業
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
従
来
か

ら
実
施
し
て
き
た
歴
史
的
地
区
環
境
整
備
街
路
事
業
、
居

住
環
境
整
備
街
路
事
業
等
の
面
的
街
路
整
備
事
業
を
整
理

統
合
し
、
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
先
導
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

2

制
度
の
概
要

統
一
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
の
実
現
を
目
的
と
し

て
、
地
区
整
備
の
方
針
、
基
幹
的
な
公
共
施
設
、
地
区
施

設
及
び
建
築
物
等
に
関
す
る
総
合
的
･
一
体
的
な
整
備
に

関
す
る
計
画
等
を
内
容
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
総

合
的
な
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
地
区
に
お
い
て
、
生
活

空
間
の
向
上
等
に
資
す
る
幹
線
街
路
、
補
助
幹
線
街
路
等

を
体
系
的
に
整
備
す
る
。

対
象
地
区
及
び
事
業
内
容
の
例
と
し
て
、
表
1
の
よ
う

な
地
区
が
挙
げ
ら
れ
る

(図
1
)。

二

自
転
車
駐
車
場
整
備
促
進
事
業

1

目
的
･
背
景

昭
和
四
〇
年
代
後
半
か
ら
通
勤
･
通
学
･
買
物
等
の
た

め
の
自
転
車
利
用
の
増
大
に
伴
い
駅
周
辺
の
自
転
車
の
大

量
放
置
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、
昭
和
四
九
年
四
月

に
道
路
付
属
物
と
し
て

｢道
路
に
接
す
る
自
転
車
駐
車
場

で
道
路
管
理
者
が
設
け
る
も
の
｣
が
加
え
ら
れ
、
道
路
改

良
等
に
伴
っ
て
自
転
車
駐
車
場
を
整
備
で
き
る
こ
と
と
な

っ
た
。

更
に
、
昭
和
五
三
年
一
月
に

｢自
転
車
駐
車
対
策
の
推

進
に
つ
い
て
｣
が
交
通
対
策
本
部
決
定
さ
れ
、
こ
れ
を
受

け
て
昭
和
五
三
年
度
よ
り
街
路
事
業
の
一
環
と
し
て
道
路

改
良
等
に
伴
わ
な
い
自
転
車
駐
車
場
の
み
の
整
備
も
国
庫

補
助
の
対
象
と
す
る
制
度
が
二
種
改
良
の
中
で
創
設
さ

れ
、
積
極
的
に
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と

表 1 身近なまちづくり支援街路事業の対象地区の例

対象地区 地区の概要 事業の内容

競
区蹴轡

国
境
要

、
環

必

区

的

が

地
史
景

存
歴
修

綵
舒
鯰

物

を

の

造
等
そ
区

建
財

、
地

的

化

し

る

統

文

越

れ

伝
定
卓
さ

指

が

と

鱗

等

路

場
備

導

広
整

誘

通

の

の
化

交

じ

へ
中
の

す

区

地

部

ち

地
の
辺

み

的
類
周
的

史
線
区
史

歴

電

地

歴

境
区

環
地
=

住
備
酩

居
整
娠

て
等
区

っ
除

地

あ
排
き

で

の

べ

等

通

る

地

交

図

街
過
を

市
通
善

宅

の
改

住

へ
の

の

区
境

成

地

環

既
該
住

当
居

築
駕

徽
鱗
駒

窯
勁
亦

街

道

ク

繃
酬
鞄

轆
偕
陥

補
歩
地

繊
駆馨

蹴

道
通
合

鉄
交
総
区

は

、
を

地

た

略

設

る

ま
街
施
あ

区
線
通
の

地
幹
交
要

務

、
の

必

業

で
等

る

業
辺
設
す

商
周
施
備

心

駅

点

整

中
要
節
に

主

結

的

等

の

等

道

設

備

用

施

整

縛
麺

め

行

等

テ

歩

場

化
ス

び
備
輪

中

シ

及
整
駐

地

内

場
的

、

の
案

広
系
場

類
場

前
体
車
備
線
車

駅

の
駐
整
電
駐

性
区

′

活
地

街
援
引

店
支
諦

商
化
医

に

な

地

街

た

る

高
漸
執

て

で

と

い

区
要

お

地

必

に

た

が

地

れ

化

街

さ

性

市
成
活

成
形
の

既
劫
轢
区

旛
端

等

卿

亭

ポ

、

ン

道

シ

歩

備
化

の

(

整
中

街

間

の
地

店

空
)
等

の

商

者
備
場
類

心

行
整
車
線

中
備
歩
の
駐

電

観
区

景
地
川

市
備
誰

都
整
ほ

園
に

公

的

区

心

点

地

都
重
る

、
に

あ

署
特
の

公
を
要

官
観
必

、
景

く

区
市
い

地
都
て

数
等
し

文

辺

成
周
形

妙
不
等

纖
外

備
街

ケ

整

る

ポ

の
よ

、

化

等
に

道

中

道
等

用

備

地

歩
化

専
整
の

員
緑

者
の
類

幅
路
備
行
ス
線

広
･街

整

歩

一
電

お
錐鰈鏡雛朧

家
が
要

造
性
必

木
険
る

、
危

図

で
害

を

分
災
化

十

･
強

不
等
性

が

る

災

盤
す
防
区

基

集

め

地

市
密
た
る

都

が

い

あ

屋
高
の

資

等

に

備

消

整

解

の

の

帯

城

断

区

速

難
備
焼

困
整
延

動

路

や

活
道
路

防
る

難

消
す
避

と
な
っ
た
。
こ
の
制
度
を
自
転
車
駐
車
場
整
備
事
業
と
呼

ん
で
い
る
。

な
お
、
昭
和
五
五
年
一
一
月
に

｢自
転
車
の
安
全
の
利

用
の
促
進
及
び
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
に
関
す
る
法
律
｣

(以
下
、
｢自
転
車
法
｣
と
い
う
。)
が
成
立
し
、
昭
和
五

六
年
五
月
に
施
行
さ
れ
た
。
同
法
は
、
自
転
車
の
安
全
利

用
の
促
進
と
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
に
関
し
て
現
在
各
部

門
で
行
わ
れ
て
い
る
行
財
政
措
置
を
総
合
的
に
運
用
し
て

い
く
た
め
の
基
本
方
針
づ
け
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
同
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法
に
は
、
自
転
車
道
等
の
整
備
の
促
進
、
公
安
委
員
会
に

よ
る
規
制
等
を
は
じ
め
条
例
に
よ
る
附
置
義
務
制
度
、
鉄

道
事
業
者
の
自
転
車
駐
車
場
用
地
提
供
に
お
け
る
協
力
義

務
、
自
転
車
駐
車
場
の
設
備
構
造
基
準
の
作
成
、
都
市
計

画
に
お
け
る
自
転
車
利
用
状
況
の
配
慮
及
び
現
行
の
都
市

計
画
自
転
車
駐
車
場
整
備
へ
の
助
成
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。そ

の
後
、
原
動
機
付
自
転
車
の
低
廉
化
、
住
宅
地
の
遠

隔
化
傾
向
等
に
よ
り
鉄
道
駅
等
の
周
辺
に
自
転
車
と
と
も

に
原
動
機
付
自
転
車
が
大
量
に
放
置
さ
れ
る
状
況
が
生
ず

る
に
至
っ
た
。
こ
の
た
め
昭
和
五
九
年
度
よ
り
五
○
比
以

下
の
原
動
機
付
自
転
車
を
収
容
す
る
自
転
車
駐
車
場
の
整

備
を
上
記
制
度
の
な
か
で
実
施
し
て
い
る
。

平
成
四
年
度
か
ら
は
、
市
街
地
全
体
の
総
合
的
な
自
転

車
駐
車
対
策
に
資
す
る
た
め
従
来
か
ら
の
鉄
道
駅
周
辺
に

加
え
、
公
共
施
設
や
商
業
業
務
施
設
等
が
集
中
し
、
自
転

車
の
駐
車
需
要
の
著
し
い
中
心
市
街
地
に
お
け
る
自
転
車

駐
車
場
の
整
備
も
国
庫
補
助
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
し

た
。さ

ら
に
、
平
成
五
年
三
一月
に
は
、
｢自
転
車
法
｣
が

改
正
さ
れ
、
原
動
機
付
自
転
車
の
放
置
対
策
や
鉄
道
事
業

者
の
協
力
義
務
の
拡
大
等
が
盛
込
ま
れ
、
自
転
車
及
び
原

動
機
付
自
転
車
の
駐
車
対
策
の
一
層
の
推
進
が
図
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
八
年
度
か
ら
は
、
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
を
促
進

す
る
た
め
、
駐
車
場
の
整
備
と
併
せ
て
ベ
ン
チ
、
エ
ア
コ

道行セ 2000.11 Z3
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図 1 身近なまちづくり支援街路事業のイメージ
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ン
プ
レ
ッ
サ
ー
等
の
利
便
施
設
及
び
駐
車
場
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
道
路
や
案
内
板
等
を
一
体
的
に
整
備
す
る
自
転
車
駐

車
場
整
備
促
進
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

2

制
度
の
概
要

街
路
事
業
に
よ
り
整
備
す
る
自
転
車
駐
車
場
の
採
択
基

準
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

都
市
計
画
自
転
車
駐
車
場
で
、
次
の
各
号
の
す
べ
て

に
該
当
し
、
事
業
費
五
○
、
0
0
0
千
円
以
上
の
も
の
。

①

三
大
都
市
圏

(東
京
圏
概
ね
五
〇
皿
圏
、
京
阪

神
圏
概
ね
五
〇
皿
圏
、名
古
屋
圏
概
ね
四
〇
皿
圏
)

又
は
人
口
一
〇
万
人
以
上
の
都
市
圏

(通
勤
圏
)

の
市
町
村
に
存
在
す
る
鉄
道
駅
等
の
周
辺
に
お
け

る
通
勤
、
通
学
目
的
に
利
用
す
る
自
転
車

(原
動

機
付
自
転
車
を
含
む
。
以
下
同
様
)
の
駐
車
場
で

あ
る
も
の
。
又
は
人
口
一
〇
万
人
以
上
の
都
市
の

中
心
市
街
地
に
お
け
る
公
共
の
用
に
供
す
る
自
転

車
駐
車
場
で
あ
る
も
の
。

②

自
転
車
の
駐
車
需
給
に
関
す
る

｢自
転
車
駐
車

施
設
整
備
計
画
｣
を
策
定
し
、
そ
の
一
環
と
し
て

整
備
す
る
自
転
車
駐
車
場
で
あ
る
も
の
。

③

自
転
車
が
五
〇
〇
台
以
上
放
置
さ
れ
て
い
る

か
、
五
年
後
に
五
〇
〇
台
以
上
放
置
さ
れ
る
こ
と

が
推
定
さ
れ
る
も
の
。
た
だ
し
、
中
心
市
街
地
に

お
い
て
は
、
上
記
の
台
数
が
一
二
m
以
上
の
都
市

計
画
道
路
に
お
い
て
満
た
さ
れ
、
か
つ
放
置
自
転

車
密
度
が
五
〇
台
/
一
〇
0

m
(の
べ
延
長
)
以

上
で
あ
る
も
の
。

④

自
転
車
駐
車
場
の
敷
地
面
積
が
一
〇
0
m
以

上
、
駐
車
台
数
が
二
〇
〇
台
以
上
の
も
の
。

.

⑤

自
転
車
駐
車
場
に
関
す
る
附
置
義
務
条
例
若
し

く
は
自
転
車
放
置
禁
止
条
例
が
定
め
ら
れ
た
地
区

又
は
定
め
る
こ
と
が
確
実
な
地
区
に
あ
る
こ
と
。

⑧

用
地
に
つ
い
て
の
補
助
は
、
通
勤
･
通
学
目
的

に
利
用
す
る
自
転
車
駐
車
場
に
限
る
。

本
制
度
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
自
転
車
等
駐
車
場
は
、
平

成
=
年
度
ま
で
で
、
三
六
九
箇
所
、
収
容
台
数
約
三
五

万
台
と
な
っ
て
い
る
。

三

歩
行
者
専
用
道
整
備
事
業

1

目
的
･
背
景

歩
行
者
専
用
道
路
は
、
都
市
に
お
け
る
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
に
伴
う
交
通
事
故
、
交
通
公
害
等
か
ら
歩

行
者
や
自
転
車
の
安
全
を
図
り
、
市
民
の
生
活
環
境
の
改

善
に
資
す
る
た
め
、
歩
行
者
空
間
の
中
核
と
し
て
従
来
の

道
路
の
歩
道
部
と
合
わ
せ
た
歩
行
者
の
道
路
網
を
形
成
す

る
も
の
で
あ
る
。

歩
行
者
専
用
道
路
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
機
能
を
も
っ

て
い
る
。

○
歩
行
者
と
自
動
車
を
空
間
的
に
分
離
し
、
安
全
快
適

な
通
行
空
間
を
形
成
す
る
。

②
歩
行
者
交
通
の
沿
道
宅
地
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
。

③
都
市
に
お
け
る
環
境
空
間
を
形
成
す
る
。

④
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等
で
は
、
市
民
の
買
物
、
娯

楽
等
の
生
活
行
動
に
対
す
る
安
全
快
適
な
空
間
を
形

成
す
る
。

◎
緊
急
時
に
安
全
性
の
高
い
避
難
路
と
し
て
機
能
す

る
。

@
市
民
の
日
常
生
活
に
お
け
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
の
役
割
を
持
つ
。

2

制
度
の
概
要

街
路
事
業
に
よ
り
整
備
す
る
歩
行
者
専
用
道
の
採
択
基

準
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

歩
行
者
の
安
全
と
生
活
環
境
の
整
備
改
善
上
緊
急
度
の

高
い
歩
行
者
専
用
道

(自
転
車
歩
行
者
専
用
道
を
含
む
。)

で
、
次
の
基
準
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の
。
･

○
五
年
後
の
歩
行
者

(自
転
車
を
含
む
。)
の
交
通
量

が
五
〇
〇
八
/
日
以
上
の
も
の
。

②
事
業
費
が
五
、
0
0
0
万
円
以
上
の
も
の
。

四

ス
ノ
ー
ト
ビ
ア
道
路
事
業

1

目
的
･
背
景

豪
雪
地
帯
の
都
市
で
は
、
冬
季
に
お
い
て
、
道
路
内
へ

の
堆
雪
等
に
よ
り
自
動
車
、
歩
行
者
等
に
対
す
る
交
通
支

障
が
日
常
的
に
生
じ
て
い
る
。
特
に
、
豪
雪
時
に
は
、
膨

大
な
除
排
雪
作
業
を
行
っ
て
も
、
道
路
交
通
が
混
乱
し
、

市
民
生
活
に
多
大
な
被
害
が
生
じ
る
こ
と
は
避
け
難
い
状
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況
で
あ
り
、
地
域
の
発
展
の
大
き
な
阻
害
要
因
と
も
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
っ
て
き
た
豪
雪

地
帯
の
都
市
に
お
い
て
、
積
雪
時
に
お
け
る
社
会
、
経
済

活
動
の
基
盤
条
件
を
確
保
し
、
人
口
の
定
住
、
地
域
発
展

の
促
進
を
図
る
こ
と
は
、
当
該
地
域
の
振
興
、
関
係
住
民

の
福
祉
の
向
上
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
我
が
国
の
限
ら
れ

た
国
土
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展

を
図
る
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
認
識
に
立
ち
、
冬
期
に
お
け
る
都

市
機
能
の
確
保
を
図
り
、
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
豪
雪
地
帯
の
市
町
村
か
ら
事
業
実
施
都
市
を

選
定
し
、
ス
ノ
ー
ト
ピ
ア
道
路
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

事
業
実
施
都
市
の
市
街
地
内
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
関
連

す
る
他
事
業
、
民
間
の
参
加
･
協
力
等
を
含
め
て
ス
ノ
ー

ト
ピ
ア
づ
く
り
に
関
す
る
整
備
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
整

備
計
画
に
基
づ
い
て
、
積
雪
、
堆
雪
に
配
慮
し
て
体
系
的

に
街
路
整
備
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

2

制
度
の
概
要

豪
雪
地
帯
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
豪
雪
地

帯
に
属
す
る
市
町
村
か
ら
、
申
し
出
に
基
づ
き
ス
ノ
ー
ト

ピ
ア
道
路
事
業
を
実
施
す
る
事
業
実
施
都
市
を
選
定
す

る
。
事
業
実
施
都
市
は
、
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
豪

雪
時
に
お
け
る
都
市
機
能
確
保
を
図
る
上
で
大
き
な
効
果

を
及
ぼ
す
地
区
で
面
積
お
お
む
ね
一
〇
0
~
二
0
o
m
の

重
点
事
業
地
区
を
定
め
、
こ
の
地
区
内
で
以
下
の
内
容
の

事
業
計
画
を
策
定
す
る
。

の
雪
運
搬
路
等
、
排
雪
に
使
わ
れ
る
街
路
の
計
画

②
堆
雪
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
た
め
の
街
路
計
画

(拡
幅
、

ポ
ケ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
設
置
等
)

③
流
雪
溝
、
消
雪
パ
イ
プ
等
の
除
排
雪
施
設
の
配
置
計

画
④
配
電
線
地
中
化
、
ア
ー
ケ
ー
ド
設
置
、
冬
季
駐
車
場

の
確
保
等
民
間
活
動
に
対
す
る
指
導
、
助
成
の
計
画

こ
の
事
業
計
画
に
定
め
ら
れ
た
都
市
計
画
道
路
の
新
設

及
び
改
築
に
つ
い
て
、国
庫
補
助
の
重
点
的
実
施
を
図
る
。

お
わ
り
に

街
づ
く
り
や
社
会
資
本
整
備
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情

勢
は
、
都
市
へ
の
人
口
集
中
の
鈍
化
、
高
度
情
報
化
、
高

齢
化
･
少
子
化
の
急
速
な
進
行
な
ど
、
大
き
く
変
化
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
｢安
全
な
生
活
空
間
の
確
保
｣
は
、

現
在
の
都
市
政
策
上
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

今
年
三

月
に
は
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
移
動

の
安
全
性
の
向
上
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、
｢高
齢
者
、

身
体
障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の
円

滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律

(通
称
こ
父
通
バ
リ
ア
フ
リ

ー
法
)｣
が
施
行
さ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
、
少
子
･
高

齢
化
社
会
に
対
応
し
た
交
通
安
全
対
策
の
一
層
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
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特
集
/
変
通
豪
全
対
策

醐
稟
醐
轢
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

書
屡
轡
鷺
邇
醐
に
つ
い
で

総
務
庁
長
官
官
房
交
通
安
全
対
策
室
主
査

小
島

邦
彦

罐
騨
繊

　
　
　
　

　
死傷者数 5 10 ,2 5 7 5 3 B,6盆5 5 6も皀54 57 7,2 22 6G B ,6 7 7 6 4 7 ,4 6会

※データは警察庁資料による

は
じ
め
に

近
年
、
六
歳
未
満
の
幼
児
の
自
動
車
乗
車
中
の
死
傷
者

数
が
急
増
し
て
い
る
。
平
成
一
一
年
中
の
自
動
車
乗
車
中

の
死
傷
者
数
は
、
一
○
、
一
七
七
人
で
、
平
成
六
年
と
比

較
す
る
と
六
二
%
の
増
加
で
あ
る

(図
1
)。

乗
車
中
の
幼
児
が
負
傷
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
た
原
因

に
つ
い
て
は
多
々
考
え
ら
れ
る
が
、
免
許
保
有
者
数
の
増

加
に
伴
い
、
車
対
車
の
交
通
事
故
が
増
え
た
こ
と
が
大
き

い
。
ま
た
、
子
連
れ
で
出
か
け
ら
れ
る
遊
び
場
や
広
い
駐

車
場
を
持
つ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
が
増
え
、
幼
児

が
自
動
車
に
乗
車
す
る
機
会
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
、

要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
幼
児
の
自
動
車
乗
車
中

　
　　　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　　
　
　
　
　

成
き
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幼児の交通事故実態

の
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

平

治
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表 1 チャイルドシートの取付状況

調査年月 刈
付

珍
取 mソ

し

あ

少

み緩 家力緩 キ
ノ満シ固

2000年 9月 59
.
6 % 彫第 碗12 彫

2000年 4月 60
.
1 % %“ 銑m 脇a

2000年 2月 57
.
8 % 銑第 %u 錫

的
と
し
て
、
二
0
○
○
年
四
月
一
日
よ
り
六
歳
未
満
の
幼

児
を
対
象
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
義
務
化
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

一

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
率
-
･
取
付
状

況
一
九
九
九
年
五
月
の
J
A
F

(日
本
自
動
車
連
盟
)
の

調
査
で
は
、
六
歳
未
満
の
幼
児
の
着
用
率
は
約

一
五
･

一%
で
あ
っ
た
が
、
使
用
義
務
化
の
改
正
道
路
法
施
行
後

の
調
査
で
は
約
三
九
･
九
%
と
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中

(二
〇
〇

○
年
九
月
二
一
日
か
ら
同
月
三
〇
日
ま
で
の
間
)
に
警
察

庁
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
着
用
率
が
七
一
･
五
%

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
着
用
率
に
関
し
て
は
、
広
報
啓

発
活
動
や
街
頭
指
導
等
の
積
極
的
な
実
施
に
よ
り
、
確
実

に
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
座
席
に
し
っ
か
り
取

り
付
け
て
、
正
し
く
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
の

効
果
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
り
、
取
付
状
況
に
つ
い
て
も

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
残
念
な
が
ら

｢し
っ
か
り

取
付
｣
率
は
、
五
九
･
六
%

(秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間

中
の
調
査
…
警
察
庁
)
と
な
っ
て
お
り
、
二
0
○
○
年
四

月
と
比
較
し
て
お
お
む
ね
横
ば
い
状
態
で
あ
る

(表
1
)。

二

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
普
及
啓
発
活
動

こ
れ
ま
で
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
率
の
向
上
を

主
眼
に
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
正
し

い
着
用
の
知
識
、
技
術
の
向
上
を
目
指
し
た

｢し
っ
か
り

取
付
｣
の
普
及
啓
発
活
動
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

そ
こ
で
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
普
及
啓
発
活
動
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
今
後
の
普
及
啓
発
活
動
を
い
か
に
進
め
て

い
く
か
、
そ
の
方
策
を
検
討
し
た
い
。

三

今
後
の
利
用
推
進
方
策
に
つ
い
て

1

広
報
活
動
の
強
化

広
範
な
レ
ベ
ル
の
広
報
活
動
に
よ
り
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
必
要
性
、
安
全
性
等
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
関
す

る
諸
情
報
を
広
め
、
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

地
方
自
治
体
や
各
関
係
機
関
は
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
等
を
作
成
し
、
普
及
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
が
幼
児
に
人
気
の
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
す

る
な
ど
、創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
展
開
を
行
っ
て
い
る
が
、

総
務
庁
で
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
幼
児
に
と
っ
て
親
し

み
や
す
い
も
の
と
な
る
た
め
の
一
方
策
と
し
て
、
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
の
決
定
及
び
愛
称
募
集
を
行
っ
た
。
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た

｢シ
ー
ト
ベ
ル
ト
･
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
会
議
｣

(平
成
一
一
年
一
〇
月
交
通
対
策
本
部
決
定
に
よ
り
設
置
)

の
場
で
決
定
さ
れ
た

(絵
参
照
)。
愛
称
に
つ
い
て
は
公

募
を
行
い
、
九
、
0
0
一
通
の
応
募
の
中
か
ら
、
う
さ
ぎ

と
ベ
ル
ト
の
締
め
具
合
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
た

｢カ
チ

道行セ 2000.11 Z 7



ャ
ピ
ョ
ン
｣
に
決
定
し
た
。
現
在
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

｢
カ
チ
ャ
ピ
ョ
ン
｣
を
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
に
掲
載
し
、
普

及
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ

認
知
度
は
低
く
、
今
後
は
よ
り
効
果
的
な
媒
体
を
利
用
し

た
P
R
活
動
が
必
要
と
考
え
る
。

る
。

2

指
導
員
養
成
研
修
会
の
実
施

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
装
着
方
法
の
普
及
を
図

る
た
め
に
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
関
す
る
法
的
、
技

術
的
な
知
識
、
正
し
い
装
着
方
法
な
ど
の
専
門
的
な
知
識

を
取
得
し
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
関
す
る
指
導
員
を
育

成
す
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
と
な
る
。
こ
の
目
的
を
果
た

す
た
め
に
、
二
0
○
○
年
三
月
か
ら
、
(財
)
日
本
交
通

安
全
教
育
普
及
協
会
主
催
の
も
と
、
指
導
員
養
成
研
修
会

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

研
修
は
、
幼
児
の
医
学
的
特
徴
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

に
係
わ
る
法
的
な
規
制
･
技
術
基
準
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
基
礎
知
識
と
い
っ
た
座
学
中
心
の
講
義
か
ら
、
取
付

け
実
習
と
い
っ
た
実
技
中
心
の
講
義
ま
で
多
岐
に
わ
た
り

実
施
さ
れ
、
所
定
の
講
習
を
修
了
し
た
者
に
対
し
て
、

｢チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
指
導
員
｣
の
認
定
を
行
い
、
認
定

証
を
授
与
し
て
い
る
。

研
修
会
は
九
月
末
現
在
で
三
八
回
開
催
さ
れ
、
受
講
者

は
一
、
九
〇
〇
人
と
な
っ
た
。
職
種
別
受
講
者
数
を
見
て

み
る
と
、
自
動
車
教
習
所
職
員
が
三
五
一
人
と
最
多
で
、

次
い
で
自
動
車
販
売
関
係
者
が
二
六
九
人
と
な
っ
て
い

研
修
会
が
開
催
さ
れ
て
か
ら
の
約
半
年
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
開
催
当
初
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
義
務

化
直
前
、
直
後
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
等
に

よ
り
、
参
加
希
望
者
が
非
常
に
多
く
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。
最
近
は
や
や
、
募
集
数
が
減
っ
て
き
て
は
い
る
も
の

の
、
全
国
各
地
で
の
実
施
の
要
望
が
絶
え
な
い
。
認
定
者

の
受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、好
意
的
な
意
見
が
多
く
、

一
定
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
は
研
修
時
間
の
延
長
を

望
む
声
も
多
く
、
今
後
は
よ
り
充
実
し
た
研
修
会
の
実
施

や
、
認
定
者
に
対
す
る
情
報
提
供
や
活
躍
の
場
の
提
供
な

ど
、
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
、
継
続
的
な
実
践
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

3

講
習
会
の
定
期
的
開
催

総
務
庁
が
実
施
す
る

｢チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
利
用
推
進

方
策
検
討
調
査
｣
の
中
で
、
講
習
会
の
モ
デ
ル
事
業
を
開

催
し
て
き
た
。

講
習
会
は
、
使
用
義
務
化
の
対
象
と
な
る
年
齢
層
の
子

ど
も
の
保
護
者
が
訪
れ
る
機
会
の
多
い
施
設
や
場
所
で
の

開
催
が
有
効
で
あ
る
。

○

産
婦
人
科
病
院
や
小
児
料
医
院
で
の
講
習
会

病
院
に
お
け
る
講
習
会
の
特
徴
は
、
I

専
門
的
な
指

導
や
助
言
が
医
師
か
ら
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
n

子
ど
も
と
密
接
に
係
わ
り
、
そ
の
生
命
の
維
持
･
管
理
に

あ
た
る
保
護
者
が
い
る
。
田

命
を
育
み
、
命
を
守
る
と

い
う
相
互
信
頼
の
中
で
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
利
用
推
進

の
た
め
の
学
習
が
期
待
で
き
る
等
で
あ
る
。
子
ど
も
と
一

緒
に
参
加
す
る
保
護
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
短
時
間
で
、

い
か
に
重
要
な
点
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
課
題
と

し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、
今
後
は
医
師
な
ど
幼
児
を
取
り
扱

う
専
門
家
や
関
係
者
の
積
極
的
な
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

⑭

幼
稚
園
、
保
育
園
で
の
講
習
会

幼
稚
園
、
保
育
園
に
お
け
る
講
習
会
で
あ
る
が
、
幼
児

教
育
の
中
で
も
交
通
安
全
教
育
と
い
う
の
は
非
常
に
重
要

な
分
野
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
園
の
職
員
や
保
護
者
の
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
対
す
る
関
心
が
高
い
。
ま
た
、
地
域
の

方
々
の
参
加
も
あ
り
、
幼
児
を
地
域
社
会
で
守
る
と
い
う

姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
、
多
く
の
協
力
を
得
て
講
習
会
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
講
習
会
の
進
め
方
は
、
講
義
形

式
で
は
な
く
、
参
加
者
の
大
半
が
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

日
頃
か
ら
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者
が
普
段
不

安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
専
門
家
に
質
問
し
、
専
門
家
が

答
え
る
と
い
っ
た
質
疑
応
答
形
式
が
効
果
的
で
あ
っ
た
。

園
児
が
別
室
で
遊
戯
を
し
て
い
る
間
に
講
習
会
を
実
施
し

た
た
め
、
参
加
者
が
取
付
実
技
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
今
後
は
実
技
で
使
用
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
や
取
付
台
を
ど
の
よ
う
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
が
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

!8 道行セ 2000.11



⑩

大
型
量
販
店
に
お
け
る
講
習
会

最
後
に
大
型
量
販
売
店
に
お
け
る
講
習
会
で
あ
る
が
、

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
広
い
駐
車
場
を
持
つ
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
の
増
加
に
伴
い
、
幼
児
が
自
動
車
に
乗

車
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
講
習
会
を
実
施
す
る

の
に
適
し
た
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
講
習
会
を

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用

し
、
開
催
し
た
が
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
目
的
と
し
て
訪
れ

る
参
加
者
が
大
多
数
で
あ
る
た
め
、
講
義
形
式
で
の
実
施

に
は
課
題
が
残
っ
た
。
今
後
は
大
型
量
販
店
の
駐
車
場
等

に
お
い
て
、
実
際
に
し
っ
か
り
と
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る

か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
要
点
を
説
明
す
る
と
い
っ
た

形
式
の
講
習
会
が
効
果
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

講
習
会
の
開
催
の
情
報
を
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

折
込
広
告
に
掲
載
す
る
な
ど
の
広
報
活
動
も
重
要
な
要
件

と
な
る
。

調
査

(各
都
道
府
県
か
ら
推
薦
を
受
け
た
全
国
三
六
〇
人

の
モ
ニ
タ
ー
)
に
よ
る
と
、
使
用
義
務
化
に
伴
い
、
経
済

面
で
の
不
安
が
大
き
い
と
い
う
意
見
が
非
常
に
多
か
っ

た
。
現
在
、
保
護
者
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
に
、
全
国
的
に
市
町
村
に
お
け
る
無
料
貸
出
事
業
等
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
交
通
安
全
協
会
等
の
団
体
に

お
い
て
も
、
積
極
的
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
無
料
貸
出

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
も
レ
ン
タ
ル
･
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
が
進
め
ら
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
提
供
す
る
側

に
も
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
耐
用
性
、
安
全
性
、
衛
生

面
等
の
確
か
な
知
識
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
情
報

の
提
供
と
と
も
に
、
先
進
的
な
実
践
地
区
の
優
れ
た
シ
ス

テ
ム
の
紹
介
な
ど
も
、
利
用
推
進
方
策
の
大
切
な
点
と
考

え
る
。

こ
れ
ま
で
も
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
普
及
啓
発
活
動
に

つ
い
て
は
、
各
行
政
機
関
、
民
間
事
業
者
が
様
々
な
形
で

実
施
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
ス
ポ
ッ
ト
放
映
、
ポ
ス
タ
ー
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ほ
か
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
も
広
く
出
回
る
な

ど
、
広
範
に
広
報
活
動
は
行
わ
れ
て
お
り
、
国
民
の
間
で

も
認
知
度
が
深
ま
る
な
ど
の
成
果
も
出
て
い
る
。

今
後
は
前
述
し
た
広
報
啓
発
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
中
だ
る
み
す
る
こ
と
な
く
、
粘
り
強
く
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
関
係
機
関
･
団
体
の
さ
ら
な
る

取
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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お
わ
り
に

講
習
会
の
実
施
に
は
、
地
方
自
治
体
、
各
関
係
機
関
及

び
地
域
社
会
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
取
付
指
導
が
で
き
る
者
が
多
数
必
要
と
な

る
。
前
述
し
た
ナ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
養
成
研
修
会
を
受
講

し
た
認
定
者
が
、
講
習
会
等
の
場
で
活
躍
で
き
る
よ
う
な

体
制
づ
く
り
が
切
に
望
ま
れ
る
。

4

レ
ン
タ
ル
･
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

総
務
庁
が
平
成
一
一
年
度
に
実
施
し
た
全
国
モ
ニ
タ
ー

二
0
○
○
年
九
月
に
全
国
警
察
本
部
の
交
通
安
全
担
当

課
長
と
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
の
交
通
安
全
主
管

課

(室
)
長
等
を
集
め
た
合
同
会
議
を
開
催
し
、
そ
の
中

で
、交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
緊
急
対
策
が
決
定
さ
れ
た
。

三
つ
の
推
進
重
点
の
う
ち
の
一
つ
に

｢チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
着
用
の
徹
底
｣
が
あ
げ
ら
れ
、
｢チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
必
要
性
と
着
用
効
果
に
関
す
る
正
し
い
認
識
の
普
及
、

運
転
者
等
の
自
発
的
な
安
全
意
識
の
醸
成
に
よ
る
着
用
の

徹
底
｣
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。



特
集
/
変
通
豪
全
対
策

無
謳
檄
の
無
邇
屡
邇
醐

『無
薹
轢
チ
ャ
レ
ン
ジ
籠
◎
◎
』
◎
藁
脆
に
つ
い
て

福
岡
県
企
画
振
興
部
交
通
対
策
課

一

本
県
の
交
通
事
故
の
状
況

県
内
の
交
通
事
故
の
発
生
状
況
は
、
運
転
免
許
保
有
者

数
や
自
動
車
台
数
の
増
加
に
加
え
、
高
齢
化
社
会
の
進
展

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
二
四
時
間
化
な
ど
を
背
景
に
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
。

平
成
一
一
年
中
の
交
通
事
故
の
状
況
を
見
て
も
、
死
者

数
は
大
幅
に
減
少
し
た
も
の
の
、
発
生
件
数
、
負
傷
者
数

は
過
去
最
悪
の
結
果
を
記
録
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(図

1
)
。特

に
、
一
〇
万
人
あ
た
り
の
交
通
事
故
発
生
件
数
及
び

死
傷
者
数
は
、
い
ず
れ
も
三
年
連
続
全
国
ワ
ー
ス
ト
一
位

と
な
る
な
ど
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

今
年
に
入
っ
て
も
死
者
数
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

発
生
件
数
、
負
傷
者
数
は
、
い
ず
れ
も
昨
年
を
上
回
る
勢

い
で
推
移
し
て
い
る
。

二

本
県
の
交
通
安
全
対
策
事
業

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
交
通
情
勢
の
中
、
本
県
と
し
て
も

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
｢交
通
事
故
を
な
く
す
福
岡

県
県
民
運
動
本
部
｣
を
中
心
に
県
民
一
人
一
人
に
交
通
安

全
思
想
の
普
及
徹
底
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
た
め
各
種
施
策

を
組
織
的
･
継
続
的
に
展
開
し
て
い
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○

｢
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
ふ
く
お
か
｣
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進

交
通
安
全
啓
発
運
動
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て

｢
マ
ナ

ー
ア
ッ
プ
ふ
く
お
か
｣
~
お
も
い
や
り
･
ゆ
ず
り
あ
い
･

さ
わ
や
か
交
通
~
を
年
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
推
進
し

て
い
る
。

特
に
推
進
広
報
テ
ー
マ
と
し
て

･
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

･
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
め
て
安
全
運
転

･
交
差
点
マ
ナ
ー
を
高
め
よ
う

を
推
進
す
る

②

交
通
安
全
県
民
運
動
の
実
施

四
季

(春
･
夏
･
秋
･
年
末
)
の
交
通
安
全
県
民
運
動

に
お
い
て
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
巡
回
広
報
活
動
等
な

ど
を
行
い
県
民
に
対
す
る
交
通
安
全
の
広
報
啓
発
に
努
め

て
い
る
。

特
に
今
年
の
夏
の
県
民
運
動
は
、
｢九
州
･
沖
縄
サ
ミ

ッ
ト
蔵
相
会
合
｣
が
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

サ
ミ
ッ
ト
前
に
県
民
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
を
図
り
、

交
通
総
量
抑
制
を
図
る
た
め
、
従
来
よ
り
約
一
ヶ
月
期
日



発生件数等 (平成11年)

蝨酋＼"分 発生件数 前年比
増減率

死 者 数 前年比
増減率

傷 者 数 前年比
増減率

前年比
増減率

前年比
増減率

前年比
増減率

･ゞ 福 岡 ‐ ^ 50ク17
す1き49

十27
U 31G 、

△42

△119 %
62,を韓

+ 1,819

十3〇%、

全 国 850,363
十464 85

+ 5.8 %
9,005

△"206

△2.2 %
1,050,398

十59,723

+ 6.0 %

福岡県の
全国ワースト順位

4位 10位 4 位

※ 1日平均の発生状況

年町＼"分 発生件数 死者数 傷者数

平成10年 135.3 0.96 165.3

平成11年 、 139g 0,85 170 3

※発生件数- - - 約10分22秒に1件発生
※死 者 数 - - - 約28時間15分に 1人死亡

※傷 者 数 - - - 約 8分27秒に 1人負傷

年別推移 (過去10年)

160

指

130

100

数

70

一ロー 死者数

十 発生件数

//
//第
《にここ/一

分

亨箪蕎を
--* -- 免許人口

ノー-〆｣ *〆〆′〆〆*“‐- - - * -〆- - - *

一｣ - - 〆メメメ
ハ ｣ -テー

ハ、

′
ゞ

- - - - (ン- -〆- o - - - - -○- - - - -○- - - - -○- - - - ｢。

-

区分＼年別 平成 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年

交
通
事
故

発生件数

l指 数
33,821 34,539 36,467 37,595 39,193 40,491 42,179 45,669 49,368 50,717

100 102 108 111 116 120 125 135 146 150

死者数

-指 数
411 399 390 356 403 393 358 349 352 310

100 97 95 87 98 96 87 85 86 75

傷者数

l指 数
40,404 41,254 43,221 44,082 45,589 46,827 51,980 56,718 60,325 62,14幹

100 102 107 109 113 116 129 140 149 154

車 両 台 数

i指 数

2,961,331 3,034,904 3,100,535 3,148,592 3,206,980 3,2747 71 3,349,024 3,387,583 3,408,579 3,433,828

100 102 105 106 108 111 113 114 115 113

免 許 人 口

l指 数
2,278,696 2,338,575 2,404,659 2,472,053 2,541,047 2,604,495 2,666,046 2,728,680 2,793,930 2,843,416

100 103 106 108 112 114 117 120 123 125

※車両台数及び免許人口は、 各年12月末現在の数値。 ただし、 車両台数のうち原付、 小特については、 各年 4月 1日現在。

図 1 交通事故の状況
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を
早
め
実
施
し
た
。

･
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

(平
成
12
年
4
月
6
日
~
4
月
施
日
)

･
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

(平
成
12
年
6
月
20
日
~
6
月
め
日
)

･
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

(平
成
12
年
9
月
洌
日
~
9
月
30
日
)

･
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

(平
成
12
年
吻
月
n
日
~
物
月
紅
日
予
定
)

⑩

各
指
導
員
等
に
対
す
る
研
修
会
等
の
開
催

生
涯
に
わ
た
る
交
通
安
全
教
育
を
図
り
、
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
各
指
導
者
に
対
す
る
研
修
会
等

を
実
施
し
て
い
る
。

○
幼
児
交
通
安
全
指
導
者
研
修
会

○
高
齢
者
交
通
安
全
教
育
指
導
者
研
修
会

○
自
転
車
安
全
教
育
指
導
員
講
習
会

○
交
通
指
導
員
等
研
修
会

④

交
通
安
全
県
民
大
会
及
び
こ
ど
も
の
交
通
安
全
大
会

の
開
催

交
通
安
全
功
労
者
及
び
優
良
運
転
者
等
の
表
彰
や
交
通

安
全
に
対
し
小
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
し
、
か
つ
、

教
職
員
、
保
護
者
等
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
小
学

校
の
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。

◎

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
市
区
町
村
表
彰

市
区
町
村
に
お
け
る
積
極
的
な
交
通
安
全
対
策
を
推
進

す
る
た
め
、
交
通
死
亡
事
故
が
長
期
間
継
続
し
て
発
生
し

て
い
な
い
市
区
町
村
に
対
し
、
表
彰
を
行
う
。

⑩

ラ
ジ
オ
に
よ
る
ス
ポ
ッ
ト
放
送
の
実
施

交
通
安
全
に
対
す
る
県
民
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

四
季
の
交
通
安
全
週
間
を
中
心
に
民
法
四
社
の
A
M
･
F

M
ラ
ジ
オ
に
よ
る
ス
ポ
ッ
ト
放
送
を
実
施
し
て
い
る
。

の

無
事
故
チ
ャ
レ
ン
ジ
1
0
0

一
〇
人
一
組
で
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、
一
〇
〇
日
間
の

無
事
故
･
無
違
反
運
動
を
行
う
こ
と
で
県
民
の
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
実
践
の
定
着
化
を
推
進
し
、
広
く

県
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

こ
の
他
に
も
交
通
安
全
広
報
･
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
る
が
、
そ
の
中
で
、
多
く
の
参
加
者
を
得
て
実
施
し
て

い
る

｢無
事
故
チ
ャ
レ
ン
ジ
1
0
0
｣
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
た
い
。

三

無
事
故
チ
ャ
レ
ン
ジ
1
0
0

平
成
一
〇
年
当
初
か
ら
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
、
夏

の
時
期
に
な
っ
て
も
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
交
通

死
亡
事
故
抑
止
対
策
に
努
め
て
き
た
。
そ
の
対
策
の
一
つ

と
し
て
県
民
参
加
に
よ
る
無
事
故
･
無
違
反
運
動

｢無
事

故
チ
ャ
レ
ン
ジ
1
0
0
｣
を
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の

初
日
に
合
わ
せ
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
、
県
民
が
自
発
的
に
参
加
す
る
参
加
･
実

践
型
の
事
業
で
あ
り
、
副
賞
と
し
て
一
〇
〇
万
円
の
旅
行

ク
ー
ポ
ン
券
を
全
面
に
出
し
た
こ
と
も
あ
り
、
大
き
く
報

道
さ
れ
る
な
ど
話
題
を
集
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
事
業
は
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
気
軽
に
応
募
で

き
た
こ
と
も
あ
り
、
当
該
事
業
は
今
年
で
三
年
目
に
な
る

が
、
事
業
内
容
等
修
正
を
加
え
な
が
ら
三
年
間
で
述
べ
三

五
万
人
の
参
加
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
一
二
年
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　　

○

目

的

｢無
事
故
チ
ャ
レ
ン
ジ
1
0
0
｣
は
、
参
加
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
が
無
事
故
･
鉦
饉
違
反
運
動
を
通
し
て
、
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
の
定
着
化
を
促
進
し
、
広

く
県
民
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
を
図
る
。

⑭

イ
ベ
ン
ト
内
容

同
じ
職
場
や
仲
間
同
士
で
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

が
、
一
〇
人
一
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
一
〇
〇
日
間
無
事

故
･
無
違
反
を
目
指
す
も
の
。

③

実
施
期
間

平
成
三
一年
九
月
二
一
日
内
か
ら
一
二
月
二
九
日
@

の

参
加
資
格

運
転
免
許
を
保
有
し
て
い
る
方
で
、
県
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
･
通
学
し
、
日
常
的
に
二
輪
ま
た
は
四
輪
の
自
動

車
を
運
転
し
て
い
る
方
。
(原
動
機
付
き
自
転
車
を
含
む
)

※
過
去
の
交
通
違
反
や
交
通
事
故
歴
は
問
わ
な
い
。

⑮

参
加
申
込

申
込
期
間
…
平
成
一
二
年
八
月
一
日
関
か
ら
九
月
二
〇

22 道行セ 2000 11



日
囚

(郵
送
の
場
合
は
〆
切
当
日
の
消
印

有
効
)

申
込
方
法
…福
岡
県
庁
、
市
町
村
交
通
安
全
担
当
課
ま

た
は
警
察
署
に
備
え
て
あ
る
所
定
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
交
通
事

故
を
な
く
す
福
岡
県
県
民
運
動
本
部
に
申

し
込
む
。

※
参
加
料
は
無
料

⑬

特

典

チ
ー
ム
全
員
が
一
〇
〇
日
間
無
事
故
･
無
違
反
を
達
成

し
た
チ
ー
ム
に
は
、
抽
選
で
副
賞
を
贈
呈
。

一
等
…
-
0
0
万
円
の
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券

(
一
組
)

二

等

…
二
〇
万
円
の
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券

(三
組
)

三

等

…
二
万
円
の
図
書
券

(二
〇
組
)

四

等
…
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

(
一
〇
〇
度
数
…
一
人
一
枚
)
(四
二
五
組
)

特
別
賞
m
二
〇
万
円
の
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券

(
一
組
)

(チ
ー
ム
全
員
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
チ
ー
ム
対

象
)

の

事
業
終
了
後
の
手
続
き
等

①

実
施
期
間

(
一
〇
〇
日
間
)
終
了
後
、
事
務
局
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
を
送
付
し
、
無
事
故
･
無
違

反
達
成
の
申
告
を
し
て
も
ら
う
。

②

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
達
成
申
告
が
な
さ
れ
た
全
チ

ー
ム
を
対
象
に
、
一
次
抽
選
を
行
い
、
副
賞
本
数
と

同
数
の
当
選
チ
ー
ム
を
決
定
。

③

一
次
抽
選
当
選
チ
ー
ム
は
、
自
動
車
安
全
運
転
セ

ン
タ
ー
福
岡
事
務
所
に
運
転
記
録
証
明
書
の
交
付
申

請

(手
数
料
一
人
七
〇
〇
円
)
を
し
て
も
ら
い
、
交

通
事
故
を
な
く
す
福
岡
県
県
民
運
動
本
部
に
お
い

て
、
一
〇
〇
日
間
の
無
事
故
･
無
違
反
を
確
認
。
証

明
書
は
、
各
個
人
ご
と
に
封
筒
に
入
れ
、
チ
ー
ム
代

表
者
に
一
括
送
付
。

④

一
次
抽
選
に
当
選
し
、
一
〇
〇
日
間
の
無
事
故
･

無
違
反
が
確
認
さ
れ
た
全
チ
ー
ム
を
対
象
に
、
二
次

抽
選
を
行
い
、
各
副
賞
品
の
当
選
チ
ー
ム
を
決
定
す

る
。

⑤

二
次
抽
選
対
象
チ
ー
ム
に
は
、
漏
れ
な
く
チ
ー
ム

表
彰
及
び
個
人
表
彰
並
び
に
副
賞
を
贈
呈
す
る
。

⑥

一
次
抽
選
に
漏
れ
た
チ
ー
ム
も
職
場
等
で
安
全
運

転
管
理
等
の
面
か
ら
運
転
記
録
証
明
書
の
交
付
申
請

を
行
い
、
チ
ー
ム
全
員
の
一
〇
〇
日
間
の
無
事
故
･

無
違
反
の
達
成
が
確
認
さ
れ
た
チ
ー
ム
に
は
、
チ
ー

ム
表
彰
及
び
個
人
表
彰
を
行
う
。

⑭

無
事
故
チ
ャ
レ
ン
ジ
l
o
o
の
流
れ

(図
2
)

②

一
次
抽
選

○
参
加
状
況

今
年
の

｢無
事
故
チ
ャ
レ
ン
ジ
1
0
0
｣
の
参
加
者

は
、
九
、

一
三
一チ
ー
ム

(九
一
、
一
二
〇
人
)
の
参

加
者
を
得
て
、
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
初
日
で
あ

る
九
月
二
一
日
か
ら
実
施
し
て
い
る

(表
1
)。

○
期
間
中
の
交
通
事
故
の
状
況

　の

④

-
茨
抽
選

鱗

の
認

　

　
　

　
　
　

　　
一次抽選漏れ者

道ネテセ 2000.11 23

(副賞本数分)

　　か面
転
の篝安管

①

達
成
チ
ー
ム
の
申
告

　

　

攪

し

運
動
の
実
施

9
月

ャ

成
年
露

チ

　
　
　

無事故チャレンジTOOの流れ

　
　　
　

　
　

　

参
加
者
の
募
集

成
解
明

図

平
蛇
~



平
成
一
〇
年
度
及
び
平
成
一
一
年
度
の
期
間
中
の
交

○
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

通
事
故
の
状
況
を
前
年
比
で
見
る
と
、
死
者
数
は
、
△

事
業
終
了
後
、
参
加
チ
ー
ム
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ

六
人
、
+
△
ゼ
ロ
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
発
生
件
数
、

て
い
る
が
、
平
成
三

年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
紹

負
傷
者
数
は
増
加
し
て
い
る
。

介
す
る
と
以
下
の
と
お
り
。

し
か
し
、

一
一
年
度
の
増
加
率
に
つ
い
て
は
、
一
○

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、
｢期
間
中
交
通
安
全
に
注
意

年
に
比
べ
減
少
し
て
い
る

(表
2
)。

し
た
｣
と
の
回
答
が
九
割
近
く
も
あ
り
、
｢注
意
し
な

か
っ
た
｣
と
回
答
し
た
者
も
、
い
つ
も
注
意
し
て
い
る

か
ら
特
に
こ
の
期
間
中
は
注
意
し
な
か
っ
た
と
い
う
意

見
も
多
く
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
上
で
大
い

に
意
義
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

神

ま
た
、
有
効
な
交
通
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て
ア
ン

々

ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
｢道
路
及
び
交
通
安
全
施

騨
疑
扱
蒔
殺
き
ふ寒
娑露
総簾
鱗
芝鱗
“
彩嬢
霧

纖榊
“

設
の
充
実
一
が
回
答
の
五
割
を
超
え
て
お
り
、
道
路
の

　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　　　
　
　　
　　　
　
　

　
　

整
備
等
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

o
回
答
チ
ー
ム
数

人
、
二
六
一
チ
ー
ム

o
回
収
率

七
二
･
九
%

o
無
事
故
･
無
違
反
達
成
状
況

達
成
チ
ー
ム

六
、
三
八
〇
チ
ー
ム

(七
七
,
二
%
)

ヤ

未
達
成
チ
ー
ム

-
･

八
八
一
チ
ー
ム

断

　
　
　
　　
　

　
　

　

　

鬱
さ
之ふ
き
ゞ
"
幽
霊
･
こ
そ

く

　
　
　
　
　

　

　
　

縫
製
燃
費
詰急ぐ
芸
事

ゞ
叉
^

くく

　　
　
　
　　
　　　　　
　
　

　
　
　　　

抽選会風景

(二
二
.
八
%
)

4

0
期
間
中
の
交
通
安
全
に
つ
い
て

表 2 期間中 (11.9.21からT21 2.29) の交通事故状況

平成10年度 平成11年度

癈彌
14
,
577件

(十1
,
375件 : 十10

.
4 % )

14
,
737件

(十160件 : 十1
.
1 % )

数
比

者
年

死
前 碗為ば “

狄
斗ば+

鰍@ 彫%琢邨 多
端
ゆ

立
狄+

表 1 3ケ年の参加状況

参加チーム数

平成10年度

蟠
平成11年度 鰺
平成12年度 搬



注
意
し
た

七
、
二
二
六

(八
七
･
六
%
)

･
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
役
立
っ
た

し
か
し
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
広
報
啓

ペ
ソ

注
意
し
な
か
っ
た

一
、
0
三
五

(
一
二
･
五
%
)

四
七
六

(
一
五
･
六
%
)

発
活
動
等
の
交
通
安
全
対
策
は
必
要
な
施
策
で
あ
り
、
今

2

0
注
意
し
た
内
容

(複
数
回
答
)

'手
数
料
の
減
額
及
び
無
料
希
望

後
も
、
関
係
団
体
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
効
果

11

ス
ピ
ー
ド

六
、
四
一
八
(七
七
･
七
%
)

六
二
(二
･
0
%
)

的
な
交
通
安
全
対
策
を
実
施
し
、
交
通
事
故
の
減
少
に
努

200

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

四
･

八
三
三
(五
八
･
五
%
)

'
実
施
期
間
の
延
長
及
び
年
複
数
回
の
実
施

め
た
い
と
考
え
て
い
る
o

律

飲

酒

二
、
七
三
人
会
三
一
･
一
%
)

一
六
三
(五
二
ニ
%
)

道

駐

車

一
、
九
八
八
(二
四
･
一
%
)

･
副
賞
の
充
実

五
七
(
一
･
八
%
)

信

号

二
、
六
〇
九

(三
一
･
六
%
)

･
そ
の
他

一
八
六
(六
･
一
%
)

そ
の
他

九
二
七
(
一
一
･
二
%
)

交
通
安
全
全
般
に
関
す
る
こ
と

(交
差
点
二
四
四
、
携
帯
一
四
一
)

･
取
締
り
の
強
化

六
六
八
(二
一
･
九
%
)

o
有
効
な
交
通
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

･交
通
安
全
教
育
の
徹
底

ポ
ス
タ
ー
･
チ
ラ
シ
等
の
広
報
啓
発

三
三
一
(
一
○
･
八
%
)

二
、
0
七
一
(二
五
･
○
%
)

･
交
通
安
全
施
設
の
充
実

二
〇
九
(六
･
八
%
)

交
通
安
全
教
育
の
徹
底

･
道
路
の
整
備

九
一
(二
･
九
%
)

三
、
八
五
五

(三
六
･
三
%
)

･
そ
の
他

三
人
七

(
三
一
･
七
%
)

取
締
り
の
強
化

三
、
0
0
三
(三
六
･
三
%
)

こ
の
よ
う
に
、
｢無
事
故
チ
ャ
レ
ン
ジ
1
0
0
｣
は
、

道
路
及
び
交
通
安
全
施
設
の
充
実

県
民
総
ぐ
る
み
の
参
加
体
験
型
の
無
事
故
･
無
違
反
運
動

四
、
五
二
四

(五
四
･
七
%
)

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
参
加
人
数
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等

そ
の
他

四
二
三
(五
･
一
%
)

か
ら
見
て
も
大
い
に
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

o
無
事
故
チ
ャ
レ
ン
ジ
1
0
0
及
び
交
通
安
全
対
策
全
般

四

お
わ
り
に

に
対
す
る
意
見

無
事
故
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
関
す
る
こ
と

も
交
通
事
故
件
数
、死
傷
者
数
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

皺
鮮
縦
!
"
≦
〆

･
効
果
あ
り
、
事
業
の
継
続
希
望

現
在
の
交
通
事
故
状
況
を
み
る
と
非
常
に
厳
し
い
も
の
が

七
九
七

(二
六
.
一
%
)

あ
る
。



圓
丑
焚
遭
錨
の
組
織
⑫
概
要

(道
路
局
)

道
路
局
路
政
課

重
ね
、
平
成
九
年
一
二
月
三
日
に
最
終
報
告
が
決
定
さ
れ

た
。平

成
一
〇
年
六
月
一
二
日
に
は
、
行
政
改
革
会
議
の
最

終
報
告
の
趣
旨
に
の
っ
と
っ
て
行
わ
れ
る
国
の
行
政
機
関

の
再
編
成
な
ど
、
中
央
省
庁
等
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
が
公
布
･施
行
さ

れ
、同
時
に
中
央
省
庁
等
改
革
推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
た
。

同
法
に
お
い
て
国
土
交
通
省
は
、
総
合
的
な
国
土
の
形
成

に
向
け
た
体
系
的
な
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
や
社
会
資

本
の
整
備
を
整
合
的
か
つ
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と
な
ど

を
方
針
と
し
て
編
成
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
平
成
=

年
四
月
二
七
日
に
は

｢国
の
行
政

組
織
等
の
減
量
、
効
率
化
等
に
関
す
る
基
本
計
画
｣
が
閣

議
決
定
さ
れ
る
な
ど
、
中
央
省
庁
等
改
革
の
推
進
が
図
ら

れ
る
な
か
、
同
年
七
月
一
六
日
に
国
土
交
通
省
設
置
法
が

成
立
し
た

(表
1
･
28
ペ
ー
ジ
)
。

一

は
じ
め
に

中
央
省
庁
等
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
三
年
一
月

六
日
に
現
行
の
一
府
二
二
省
庁
か
ら
一
府
一
二
省
庁
に
再

編
成
さ
れ
、
こ
の
中
で
建
設
省
は
国
土
庁
、
北
海
道
開
発
、

庁
運
輸
省
と
と
も
に
国
土
交
通
省
と
し
て
統
合
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
国
土
交
通
省
道
路
局
の

組
織
を
中
心
に
中
央
省
庁
等
再
編
後
の
国
土
交
通
省
組
織

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

二

中
央
省
庁
等
改
革
の
経
緯

平
成
八
年
三

月
に
、
当
時
の
橋
本
龍
太
郎
内
閣
総
理

大
臣
を
会
長
と
し
て
行
政
改
革
会
議
が
設
置
さ
れ
、
国
家

機
能
の
あ
り
方
や
中
央
省
庁
再
編
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

検
討
が
行
わ
れ
た
。
平
成
八
年
三

月
二
人
日
の
初
会
合

か
ら
、
集
中
審
議
を
含
め
て
述
べ
五
○
有
余
回
の
討
議
を

三

国
土
交
通
省
設
置
法
の
概
要

国
土
交
通
省
の
設
置
等
に
つ
い
て
定
め
た

｢国
土
交
通

省
設
置
法
｣
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
o○

第
一
条

【法
の
目
的
】

国
土
交
通
省
設
置
法
制
定
の
目
的
に
関
す
る
規
定
。

○

第
三
条
及
び
第
四
条

【国
土
交
通
省
の
任
務
･
所

掌
事
務
】

国
土
交
通
省
の
任
務
及
び
任
務
達
成
の
た
め
の
所
掌

事
務
に
関
す
る
規
定
。

○

第
五
条
~
第
四
十
条

【本
省
に
置
か
れ
る
職
及
び

機
関
】

本
省
に
設
置
さ
れ
る
技
監
等
の
特
別
な
職
や
審
議
会

等
の
ほ
か
、
国
土
地
理
院
な
ど
の
特
別
の
機
関
や
地
方

支
分
部
局
の
掌
る
事
務
等
に
関
す
る
規
定
。

○

第
四
十
一
条
~
第
五
十
三
条

【外
局
】

国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
る
委
員
会
及
び
外
局
に
関
す
る
規
定
。な
お
、

海
上
保
安
庁

(第
五
十
二
条
)
及
び
海
難
審
判
庁

(第

五
十
三
条
)
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
海
上
保
安
庁

法
及
び
海
難
審
判
法
に
任
務
及
び
所
掌
事
務
等
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。



四

国
土
交
通
省
組
織
の
概
要

平
成
三
一年
六
月
七
日
に
、
国
家
行
政
組
織
法
、
国
土

交
通
省
設
置
法
及
び
海
上
保
安
庁
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

国
土
交
通
省
組
織
令
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本

省
に
大
臣
官
房
及
び
次
の
一
三
局
並
び
に
政
策
統
括
官
が

三
人
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

総
合
政
策
局
、
国
土
計
画
局
、
土
地
･
水
資
源
局
、
都

市
･
地
域
整
備
局
、
河
川
局
、
道
路
局
、
住
宅
局
、
鉄
道

局
、
自
動
車
交
通
局
、
海
事
局
、
港
湾
局
、
航
空
局
、
北

海
道
局

ま
た
、
大
臣
官
房
に
官
庁
営
繕
部
が
、
総
合
政
策
局
に

観
光
部
及
び
情
報
管
理
部
が
、
土
地
･
水
資
源
局
に
水
資

源
部
が
、
都
市
･
地
域
整
備
局
に
下
水
道
部
が
、
河
川
局

に
砂
防
部
が
、
自
動
車
交
通
局
に
技
術
安
全
部
が
、
海
事

局
に
船
員
部
が
、
航
空
局
に
監
理
部
、
飛
行
場
部
、
技
術

部
及
び
管
制
保
安
部
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

※

組
織
の
概
要
に
つ
い
て
は
図
1
($
ペ
ー
ジ
)
を
参

昭
…。次

項
目
で
特
に
国
土
交
通
省
道
路
局
の
組
織
に
つ
い
て

の
詳
細
を
紹
介
す
る
。

五

国
土
交
通
省
道
路
局
組
織
の
概
要

国
土
交
通
省
組
織
令
第
百
五
条
か
ら
第
百
十
三
条
に
お

い
て
、
国
土
交
通
省
道
路
局
に
設
置
さ
れ
る
課
及
び
各
課

の
所
掌
事
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
建
設
省
道
路
局
に
は
、
九
課

(道
路
総
務
課
･

路
政
課
･
道
路
交
通
管
理
課
･
企
画
課
･
道
路
環
境
課
･

有
料
道
路
課
･
高
速
国
道
課
･
国
道
課
･
地
方
道
課
)
及

び
日
本
道
路
公
団
･
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
監
理
官
一
人

が
置
か
れ
て
い
る
。
中
央
省
庁
等
再
編
後
の
国
土
交
通
省

道
路
局
に
お
い
て
は
、
日
本
道
路
公
団
･
本
州
四
国
連
絡

橋
公
団
監
理
官
が
日
本
道
路
公
団
･
本
州
四
国
連
絡
橋
公

団
監
理
室
と
し
て
総
務
課
に
統
合
さ
れ
る
ほ
か
、
地
方
道

課
と
道
路
環
境
課
が
地
方
道

･
環
境
課
と
し
て
統
合
さ

れ
、
道
路
総
務
課
が
総
務
課
に
名
称
変
更
さ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
国
土
交
通
省
道
路
局
に
は
以
下
の
八
課
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
o

o

総
務
課

○

路
政
課

○

道
路
交
通
管
理
課

○

企
画
課

○

高
速
国
道
課

○

国
道
課

○

地
方
道
･
環
境
課

○

有
料
道
路
課

各
課
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
は
表
2

(“
ペ
ー
ジ
)
の

と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
各
課
に
設
置
さ
れ
る
官
及
び
室
に
つ
い
て
は
、

国
土
交
通
省
組
織
規
則
(平
成
三
一年
八
月
一
四
日
公
布
)

に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

※

｢国
土
交
通
省
組
織
令
｣
は
平
成
一
二
年
六
月
七
日

(水
)
官
報
号

外
第
一
二
号
一
三
六
ペ
ー
ジ
以
下
、
｢国
土
交
通
省
組
織
規
則
｣

は
平
成
三
一年
八
月
一
四
日

(月
)
官
報
号
外
第
一
六
四
号

五
一

六
ペ
ー
ジ
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

六

地
方
蔓
分
部
局

(地
方
建
設
局
の
再
編
)

最
後
に
地
方
建
設
局
の
再
編
と
権
限
の
委
任
に
つ
い
て

少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

中
央
省
庁
等
改
革
に
基
づ
き
建
設
本
省
の
組
織
再
編
が

行
わ
れ
る
と
同
時
に
、
建
設
省
の
地
方
支
分
部
局
で
あ
る

地
方
建
設
局

(八
局
)
も
運
輸
省
港
湾
建
設
局

(五
局
)

と
統
合
さ
れ
、
地
方
整
備
局
が
新
た
に
設
置
さ
れ
る
。

地
方
整
備
局
は
、
全
国
で
八
局
設
置
さ
れ
、
従
来
の
直

轄
事
業
の
事
務
に
加
え
て
新
た
に
都
市
行
政
、住
宅
行
政
、

補
助
金
等
に
関
す
る
事
務
等
を
行
う
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
総
合

的
な
地
方
行
政
機
関
と
な
る
。

(図
2

(36
ペ
ー
ジ
)
…
統
合
図
、
表
3

(錐
ペ
ー
ジ
)
…

地
方
整
備
局
の
位
置
及
び
管
轄
区
域
表
、
図
3

(範
ぺ
ー

ジ
)
…
地
方
整
備
局
の
管
轄
区
域
)

ま
た
、
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
中
央
省

庁
等
改
革
基
本
法
の
精
神
を
踏
ま
え
、
｢公
共
事
業
の
実

施
や
施
設
の
管
理
等
を
地
方
支
分
部
局
に
主
体
的
か
つ
一

体
的
に
処
理
さ
せ
る
｣
･
｢地
方
支
分
部
局
が
関
与
す
る

許
認
可
等
の
手
続
に
つ
き
、
で
き
る
限
り
当
該
地
方
支
分

部
局
に
お
い
て
完
結
す
る
よ
う
に
す
る
｣
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。

道
路
局
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
既
に
現
行
制
度
に
お
い
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て
も
、
事
業
の
実
施
や
施
設
の
管
理
等
の
事
務
は
、
一
部

の
例
外
を
除
き
全
て
地
方
建
設
局
長
等
へ
の
委
任
が
な
さ

れ
て
い
る

(注
)
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
前
記
趣
旨
の
下
、

行
政
大
臣
権
限
や
公
示
権
限
も
含
め
て
見
直
し
を
行
い
、

地
方
整
備
局
等
の
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
完
結
す
る
権
限
に
つ
い

て
は
、
追
加
的
に
委
任
さ
れ
る
。

(注
)
例
え
ば
道
路
法
に
お
い
て
は
、

①
沿
道
区
域
の
指
定
(第
四
十
四
条
)、
自
動
車
専
用
道
路
の
指
定
(第
四

十
八
条
の
二
)、都
道
府
県
道
の
路
線
認
定
の
協
議
(第
七
十
四
条
)
等

の
慎
重
な
判
断
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
権
限
又
は
行
政
大
臣
権
限
、

②
行
政
処
分
に
伴
う
公
示
権
限

以
外
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
全
て
委
任
が
な
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
中
央
省
庁
等
再
編
に
伴
う
地
方
整
備
局
へ
の
追

加
的
な
道
路
局
事
務
の
権
限
委
任
事
項
は
、
概
ね
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

【道
路
法
関
係
E

･
道
路
区
域
の
決
定
、
供
用
開
始
の
公
示

(第
十
八
条
)

･有
料
橋
等
の
料
金
徴
収
の
許
可

(第
二
十
五
条
)
等

･
沿
道
区
域
の
指
定
、
公
示

(第
四
十
四
条
)

･
水
底
ト
ン
ネ
ル
の
通
行
の
禁
止

(第
四
十
六
条
)

･
自
動
車
専
用
道
路

(第
四
十
八
条
の
二
)
等
の
指
定
、

公
示

･
都
道
府
県
道
の
路
線
認
定
の
協
議

(第
七
十
四
条
)

･
法
令
違
反
等
に
関
す
る
指
示
等

(第
七
十
五
条
)

･
道
路
整
備
計
画
等
の
報
告
の
徴
収

(第
七
十
六
条
)

･
道
路
に
関
す
る
調
査
命
令

(第
七
十
七
条
)

･道
路
行
政
等
へ
の
勧
告
等

(第
七
十
八
条
)

な
ど(注

)
第
七
十
五
条
、
第
七
十
七
条
及
び
第
七
十
八
条
の
権
限
に
つ
い

て
は
、
本
省
と
地
方
支
分
部
局
と
の
両
方
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
す
る
。

【道
路
整
備
特
別
措
置
法
関
係
】

･
地
方
道
路
公
社

(指
定
都
市
高
速
を
除
く
。)、
地
方

道
の
道
路
管
理
者
が
行
う
有
料
道
路
事
業
に
関
す
る

許
可

(第
七
条
の
十
二
、
第
八
条
)
等
及
び
工
事
完

了
検
査

(第
十
五
条
)

･
共
用
管
理
施
設

(第
十
九
条
の
二
)
、
兼
用
工
作
物

(第
二
十
条
)
に
係
る
分
担
金
に
つ
い
て
の
裁
定

･
道
路
管
理
者
の
管
理
す
る
有
料
道
路
の
公
社
へ
の
引

継
の
許
可

(第
二
十
七
条
の
三
)
等

【地
方
道
路
公
社
法
関
係
】

･
定
款
･
業
務
変
更
書
の
認
可

(第
九
条
)

･
解
散
の
認
可

(第
三
十
四
条
)
等

【幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
関
係
】

･
沿
道
整
備
道
路
の
指
定
の
協
議

･
同
意
(第
五
条
)

等
な
お
、
今
回
の
整
理
後
に
お
い
て
も
、
全
国
的
な
観
点

か
ら
の
判
断
が
必
要
と
な
る
権
限
や
特
殊
法
人
の
監
督
権

限
等
は
権
限
委
任
を
行
わ
な
い
。

(例
)【ブ

ロ
ッ
ク
を
超
え
た
利
害
の
調
整
が
必
要
と
な
る
も

の
疊

表 1 中央省庁等改革の経緯

年 月 事 項

平成8 11月

撥猟饌郷
置
方

搬
拗

固
勧

獣
牌

総
省

欄
峡

録
肪

‘(･
Lあ

議
の

蛤
機

嗽
隊

行
か

平成9 12月 行政改革会議最終報告

明

朗

m戰
置設↓を鮴雌祷癩欲施

綱
鮪

狄
拗

孫
礬

雌
醸

祷
鷹

省

省
耿
峡

狽

明

朝

n

1

載

等

勢鱗靴

面聯

絲鞠

定
本

決

基

面

譲
る

計

関

布

閣

す

的

律
織

公

を

関
本

法
組

･

針
に

基

る

政

立

方
等
る

す
行

成

る

化
す

律

正

の

の

す
率
関

法

政
国

法

関
効
に

る

を

の

行

に

量

化

す

部
め

施

進
減
理

立

正

一
た

法

推
の

合

成
改
法
の

の

進

の

等
理

の
を

置
法
草

推

革
織
整

等
部
設
織
改

革

改
組
の

法

一
省
組
等

改

等
政
等

置
の
通

政

庁

等

庁
行
会

設
法
交
行
省

庁

省
の

議

庁
閣
土
家
央

省

央
国
審

省
内
国
国
中

央

中

･

･

各

･

･

･

･

中

平成12 6月 国土交通省組織令の公布

2 8 道行セ 2000,11

･
道
路
整
備
特
別
措
置
法
(日
本
道
路
公
団
、首
都
高

速
道
路
公
団
･
阪
神
高
速
道
路
公
団
及
び
本
州
四
国

連
絡
橋
公
団
が
行
う
有
料
道
路
事
業
並
び
に
地
方
道

路
公
社
が
行
う
指
定
都
市
高
速
に
つ
い
て
の
許
認
可
)

【全
国
的
に
適
用
さ
れ
る
統
一
的
な
基
準
･
指
針
の
作

成
に
係
る
も
の
】

･
道
路
法
施
行
令

(駐
車
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
自
動
車
を
定
め
る
こ
と
)

な
ど



表 2

組織名 所掌事務規定 所掌事務関連法令 具体的な事務の例

総務課 一 道路局の所掌事務に
関する総合調整に関する

こと。

･ 局内の各課にまたがる諸事項について、局

内の統一を図るために調整する事務一般。

二 道路局の所掌事務に
関する基本的な政策の企

画及び立案に関するこ

と。

･ 局内各課に関係する道路行政の根幹となる

政策を、 原課として企画及び立案する事務

(道路特定財源制度の企画等、道路に関する
財源の調達に関する事務等)。

三 道路の整備、 利用、
保全その他の管理 にれ

に関連する環境対策及び

交通安全対策を含む。以

下この副こおいて ｢道路

の整備等｣ という。) に

関する中長期的な計画の

企画及び立案に関するこ

と。

3 1 道路整備緊急措置法 (路政課の所掌
に属するものを除く。)

3‐2 積雪寒冷特別地域における道路交通

の確保に関する特別措置法 (五箇年
計画に関すること。)

3‐3 奥地等産業開発道路整備臨時措置法
(開発道路整備計画の立案に関するこ

と。)

3‐4 交通安全施設等整備事業に関する緊
急措置法 (七箇年計画の立案に関す
ること。)

･ 道路に関する事業について、整備、利用等

の質的側面から横断的に、必要な事業量及び

予算額を定める事務。

四 民間都市開発の推進
に関する特別措置法第5

条第1項の規定による道

路の整備に関する費用に

充てるべき資金の貸付け

に関すること。

4‐1 民間都市開発の推進に関する特別措

置法 (第5条第1項の規定による道路

の整備に関する費用に充てるべき資

金の貸付けに関すること。)

･ 民間都市開発推進機構に対して、道路の整

備に関する費用に充てるべき資金を無利子で

貸し付ける事務。

附則 15条 道路局総務

課は、 第106条各号に掲

げる事務のほか、当分の

間、民間都市開発の推進
に関する特別措置法附則
第15条第1項から第 3項

までの規定による道路の

整備に関する費用に充て

るべき資金の貸付けに関

する事務をつかさどる。

附則 民間都市開発の推進に関する特別措
置法 (附則第15条第1項から第3項
までの規定による道路の整備に関す

る費用に充てるべき資金の貸付けに

関すること。)

五 日本道路公団の組織

及び運営一般に関するこ

と。

5‐1 日本道路公団法 (組織及び運営一般
の監督)

･ 日本道路公団の人事や財務の監督を行う事
務。

六 日本道路公団の行う
業務 (東京湾横断道路の
建設に関する特別措置法
の規定による業務にあっ
ては、同法第4条第1項の

規定による出資に係るも

のに限る。) に関するこ

と。

6‐1 日本道路公団法 (業務に関すること。)

6‐2 東京湾横断道路の建設に関する特別
措置法 (第4条第1項)

･ 日本道路公団の業務方法書の認可等を行う
事務。
･ 日本道路公団が東京湾横断道路建設事業者
に出資することについての認可を行う事務。

七 本州四国連絡橋公団

の組織及び運営一般に関

すること。

7-1 本州四国連絡橋公団法 (組織及び運
営一般の監督)

･ 本州四国連絡橋公団の人事や財務の監督を

行う事務。

八 本州四国連絡橋公団

の行う業務 (本州四国連
絡橋の建設に伴う一般旅

客定期航路事業等に関す
る特別措置法の規定によ

る業務にあっては、同法

8-1 本州四国連絡橋公団法 (業務に関す
ること (鉄道局の所掌に属するもの

を除く。)。)

8‐2 本州四国連絡橋の建設に伴う一般旅

客定期航路事業等に関する特別措置
法 (本州四国連絡橋公団の業務のう

･ 本州四国連絡橋公団の業務方法書の認可等
を行う事務。
･ 本州四国連絡橋の建設に伴う一般旅客定期

航路事業等に関する特別措置法における交付
金の請求及び交付の手続等を定める事務。

総務課
内の統一を関する

こと。

関する基本的な政

画及び立案に関す

と。

一 ･
保全その他の管理

に関連する環境対

交通安全対策を含
下この目において

の整備等｣ という

関する中長期的な

企画及び立案に関

と。

四 民間 開発

に関する特別措置･

条第1項の規定によ

路の整備に関する

充てるべき資金の

に関すること。

附則

課は、
げる

間、民間都市開発の推進
に関する特別措置法附則
第15条第1項から第 3項

までの規定による道路の

整備に関する費用に充て

るべき資金の貸付けに関

する事務をつかさどる。

五 日 云
及び運営一般に

と。

六 日

業務 (東京
建設に関す
の規定によ

ては、同･

規定による

のに限る。

七 本州
の組織及
すること

八 本州四国連絡。公団 8-1

の行う業務 (本州四国連
絡橋の建設に伴う一般旅

客定期航路事業等に関す 8‐2

る特別措置法の規定によ

る業務にあっては、同法

附則

政策を、 原課と

(道路特定財源制
財源の調達に関す

の質的側面か

予算額を定め

備に関する費用に充てるべき資金を

貸し付ける事務。

監督を行う事
務。

事務。
が東京湾横断道路建設事業者

に出資するこ

行う事務。

可等

般旅客定期
航路事業等に関する特別措置法における交付
金の請求及び交付の手続等を定める事務。

道路整備努" 日置 政課の

に属するものを除く。)

積雪寒冷特別地域における道路

の確保に関する特別措置法 (五
計画に関すること。)

奥地等産業開発道路整備臨時措
(開発道路整備計画の立案に関す

交通安全施設等整備事業に
急措置法 (七箇年計画の登
ること。)

民
置法 (第5条第1項の規定に
の整備に関する費用に充て

金の貸付けに関すること。)

置法

6‐1 日 器、

6‐2 東京湾横断道路の建設

7‐1

本州四国連絡橋の建設に伴う一般旅

客定期航路事業等に関する特別措置
法 (本州四国連絡橋公団の業務のう
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第10条の規定による交付

金の交付に係るものに限

る。) に関すること (鉄

道局の所掌に属するもの

を除く。)。

ち、 第10条の規定による交付金の交

付に係るもの)

九 道路整備特別会計の
経理に関すること。

9-1 道路整備特別会計法 ･ 歳入と歳出のバランスを確保する等の会計

管理上の政策判断を行う事務。
･ 道路整備特別会計の計数整理を行う事務。

十 社会資本整備審議会
道路分科会の庶務に関す
ること。

lo‐1 社会資本整備審議会令のうち、道路
分科会部分

･ 社会資本整備審議会道路分科会の庶務を行
う事務。

十一 国土開発幹線自動
車道建設会議の庶務に関
すること。

11-1 国土開発幹線自動車道建設会議令 ･ 国土開発幹線自動車道建設会議の庶務を行
う事務。

十二 前各号に掲げるも
ののほか、道路局の所掌

事務で他の所掌に属しな

いものに関すること。

124 道路法他 ･ 道の日など道路局の所管事務に関する広

報、福利厚生等の事務。

路政課 一 道路局の所掌事務に
関する法令案の作成に関

すること。

･ 道路局の所掌する法令の制定及び改廃につ

いて企画及び立案を行う事務。

二 道路の行政監督に関

すること (道路交通管理

課の所掌に属するものを

除く。)。

24 道路法 (道路の行政監督に関するこ
と (道路交通管理課の所掌に属する

ものを除く。)。) ･

2-2 鉄道事業法 (第61条の許可)

･ 道路行政大臣として行う事務 (境界地の道
路に関する裁定等)等。

三 道路網の構成の基準
の設定、国土開発幹線自
動車道の道路網の立案、
高速自動車国道の予定路
線の決定並びに高速自動
車国道及び一般国道の路

線の指定に関すること。

3 1 国土開発幹線自動車道建設法 (第3条)
32 高速自動車国道法 (第3条)
3‐3 道路法 (一般国道の指定、都道府県

道の路線認定の協議)

･ 道路一般について、国の観点から必要と認

める道路網を構成すべき道路に関する基準を

作成し、公表する事務。
･ 道路のネットワークを構成する道路のう

ち、国として能動的に構築することがふさわ

しい道路について、そのネットワークを具体

的に立案する事務。

四 主要な都道府県道及
び市道の指定、北海道の

開発道路の指定並びに積
雪寒冷特別地域における

道路交通の確保に関する

特別措置法第3条の規定
による道路の指定に関す

ること。

4-1 道路法 (主要な都道府県道及び市道
の指定、北海道の開発道路の指定)

4-2 積雪寒冷特別地域における道路交通
の確保に関する特別措置法 (第3条)

･ 補助対象 (主要都道府県道、積雪寒冷特別
地域における道路交通の確保に関する特別措

置法で指定された道路) や国の負担割合の嵩

上げ対象となる道路 (積雪寒冷特別地域にお
ける道路交通の確保に関する特別措置法で指
定された指定区間内の一般国道) を指定する

事務。

五 共同溝整備道路及び
沿道整備道路の指定に関
すること。

5-1 共同溝の整備等に関する特別措置法
(共同溝整備道路の指定に関するこ
と。)

5-2 幹線道路の沿道の整備に関する法律

(沿道整備道路の指定に関すること。)

･ 共同溝の整備等に関する特別措置法第3条
の共同溝整備道路を指定する事務。
･ 幹線道路の沿道の整備に関する法律第5条
の沿道整備道路の指定に当たり同意をする事
務。

六 一般国道及び北海道

の開発道路の整備及び保

全 (除雪を含む。) 以外

の管理に関すること (道

路交通管理課の所掌に属

するものを除く。)。

6‐1 道路法 (一般国道及び北海道の開発
道路の整備及び保全 (除雪を含む。)
以外の管理に関すること (道路交通

管理課の所掌に属するものを除

く。)。)

･ 道路管理者として国土交通大臣 (地方整備

局等を含む。)が行う処分行為 (例刻ま、個
別の占用許可、不用物件の処理等) に関する

事務。

七 地方道路公社の行う
業務に関すること (有料

道路課の所掌に属するも

のを除く。)。

74 地方道路公社法 (有料道路課の所掌
に属するものを除く。)

･ 地方道路公社の設立の認可 (地方道路公社

法第9条)等の事務。

第10条の規定による交付

金の交付に係るものに限

る。) に関すること (鉄

道局の所掌に属するもの

九 道路整
経理に関す

十 云
･

道路分科会の

十一 国土開発幹線自動
車道建設会議の庶務に関
すること。

十二 前各号に掲&
ののほか、道路局の

事務で他の所掌に属

路政課

ち、 第10条の規定による交付金の交

付に係るもの)

9-1 道路整備特別会計法

lo‐1 社会資本整備審議会令のうち、道路
分科会部分

11-1 国土開発幹線自動車道建設会議令

124 道路法他

歳入と歳出のバランスを確保する等の会計

管理上の政策判断を行う事務。
道路整備特別会計の計数整理を行う事務。

社会資本整備審議会道路分科会の庶務を行
う事務。

国土開発幹線自動車道建設会議の庶務を行
う事務。

道の日など道路局の所管事務に関する広

報、福利厚生等の事務。
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八 東京湾横断道路の建

設に関する特別措置法の

施行に関すること (総務

課の所掌に属するものを

除く。)。

8‐1 東京湾横断道路の建設に関する特別

措置法 (総務課の所掌に属するもの

を除く。)

･ 日本道路公団が東京湾横断道路の建設及び

管理に関する事業を行うことを主たる目的と

する株式会社と建設協定又は管理協定を締結

する際の認可。
･ 東京湾横断道路建設事業者が社債の募集等
を行う際の認可等の事務。

九 軌道法第5条の規定
による工事施行の認可、
同法第7条の規定による

工事の着手及びしゅん工

の期間の指定及び同法第

8条の規定による工事の

執行に関すること。

9‐1 軌道法 (第5条の規定による工事施行

の認可、同法第7条の規定による工事

の着手及びしゅん工の期間の指定及

び同法第8条の規定による工事の執行

に関すること。)

･ 軌道の工事施行認可 (軌道法第5条)等の
事務。

附則① 道路法施行令第
34条の2の3第l項の規定

による道路の指定に関す

ること。

附則① 道路法 (道路法施行令第34条の2
の3第1項の規定による道路の指定に

関すること。)

附則② 道路整備緊急措
置法施行令第2条第1項及
び第3条第1号の規定によ

る道路の指定に関するこ

と。

附則② 道路整備緊急措置法 (道路整備緊
急措置法施行令第2条第1項及び第
3条第 1号の規定による道路の指定

に関すること。)

附則③ 奥地等産業開発
道路整備臨時措置法第3
条の規定による奥地等産

業開発道路の指定に関す
ること。

附則③ 奥地等産業開発道路整備臨時措置
法 (奥地等産業開発道路の指定に関
すること。)

附則④ 半島振興法第10

条の規定による道路の指

定に関すること。

附則④ 半島振興法 (第10条の規定による

道路の指定に関すること。)

道路交通管理課 一 道路の整備等に関す

る事務のうち、道路の交

通の管理に係るものに関

すること。

1~1 道路法 (交通の管理に係るものに関

すること。)

1‐2 高速自動車国道法 (交通の管理に係
るものに関すること。)

･ 車両の通行制限等 (道路法第46条) に関し

て道路行政大臣として行う事務。
･ 車両の通行制限等 (道路法第46条) に関し

て、道路管理者として国土交通大臣 (地方整

備局等を含む。) が行う処分に関する事務。

二 道路の整備等に関す

る情報化の企画及び立案

に関すること。

･ 道路とこれを通行する車両との間で、情報

を受発信させて道路の機能の高度化を図るた

め、このような情報の受発信及びこれを道路

の整備等に活用することについての企画立案

事務。 V I C S、 E T Cに関する事務等。

附則① 踏切道改良促進
法第3条第1項の規定によ

る踏切道の指定並びに同

法第4条第1項に規定する

立体交差化計画及び構造

改良計画に関すること。

附則① 踏切道改良促進法

附則② 交通安全施設等
整備事業に関する緊急措

置法第6条第1項の規定に

よる道路の指定に関する

こと。

附則② 交通安全施設等整備事業に関する

緊急措置法 (第6条第1項の規定によ

る道路の指定に関すること。)

企画課 一 路線別の道路の整備

等に関する計画の企画及

び立案に関すること (高

速国道課の所掌に属する

ものを除く。)。

1-1 道路法 (路線別の道路の整備等に関

する計画の企画及び立案に関するこ

と (高速国道課の所掌に属するもの

を除く。)。)

･ 道路の整備等に関する各種具体的な施策の
企画及び立案。

･ 路線毎の新設、改築に係る基本的事項 ◇レ

ート、車線数、設計速度等) の決定。
･ 路線毎に設定される渋滞対策、地下空間利

用、共同溝、耐震橋脚補強、連続立体交差、

企画課 一 路線別の道路の整備 1-1

等に関する計画の企画及

び立案に関すること (高

速国道課の所掌に属する

ものを除く。)。

道路法 (路線別の道路の整備等に関

する計画の企画及び立案に関するこ

と (高速国道課の所掌に属するもの

を除く。)。)

道路の整備等に関する各種具体的な施策の
企画及び立案。
路線毎の新設、改築に係る基本的事項 ◇レ

ート、車線数、設計速度等) の決定。
路線毎に設定される渋滞対策、地下空間利

用、共同溝、耐震橋脚補強、連続立体交差、
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道路緑化、電線類地中化、適職青報管理施設
整備、自動車駐車場等の施策別目標の決定。
･ 目標達成までの事業費、事業量、目標年次、
年次計画の決定。 等

二 道路の規格構造及び

施工基準に関する企画及

び立案に関すること (地

方道 ･環境課の所掌に属

するものを除く。)。

2‐1 道路法 (道路の規格構造及び施工基

準に関する企画及び立案に関するこ
と (地方道 ･環境課の所掌に属する
ものを除く。)。)

･ 道路種級体系 (道路の規格)の設定。
･ 道路に関する規格構造等の基準の設定。
･ 道路の施工方法に関する基準の設定。

等

三 道路に関する調査及

び統計に関すること。

視 道路法 (第77条)
32 高速自動車国道法 (第23条)

･ 道路に関する交通量調査及び計画交通量を

導き出す交通量推計に関する調査。
･ 道路の種別全般にわたりその整備による経
済効果に関する調査。
･ 道路に関する施策又は事業の評価に関する
制度についての調査。 等

四 道路の防災に関する

企画及び立案に関するこ

と。

4‐1 道路法 (道路の防災に関する企画及
び立案に関すること。)

･ 災害対策基本法に規定する防災基本計画の
うち、道路災害対策編の企画立案並びに同法
に規定する指定行政機関である建設省の定め

る建設省防災業務計画のうち、道路災害対策
編の企画立案。 等

五 直轄の道路事業の積
算基準に関すること。

･ 橋梁等の道路構造物に関する積算基準の作
成。

六 防衛施設周辺の生活

環境の整備等に関する法

律第3条第1項及び第8条

の規定による道路に関す

る助成に関すること。

6‐1 防衛施設周辺の生活環境の整備等に
関する法律 (第3条第1項及び第8条の
規定による道路に関する助成に関す
ること。)

･ 自衛隊又は日本国にあるアメリカ合衆国の
軍隊の行為により生じる障害の防止等のため

に行う道路事業 (道路改築事業、踏切除去事
業、道路補修事業)に関する助成。

高速国道課 ー 国土開発幹線自動車
道の建設線の基本計画に

関すること。

1‐1 国土開発幹線自動車道建設法 (国土
開発幹線自動車道の建設線の基本計
画に関すること。)

･ 国土開発幹線自動車道の建設線の基本計画
の立案。

二 高速自動車国道の整
備、利用、保全その他の管

理に関すること(路政課及

び道路交通管理課の所掌
に属するものを除く。)。

2‐1 高速自動車国道法 (路政課、道路交
通管理課及び企画課の所掌に属する

ものを除く。)

･ 高速自動車国道の整備計画の決定又は変更。
･ 高速自動車国道と施設との連結に関する許可。
･ 特別沿道区域の指定。
･ 高速自動車国道の区域の決定及び供用開始。

等

三 有料道路に関する事
業のうち、高速自動車国
道に係るものに関するこ

と。

3 1 道路整備特別措置法 (高速自動車国
道に係るものに関すること。)

･ 日本道路公団に対する施行命令。
･ 高速自動車国道の工事実施計画書の認可。
･ 高速自動車国道に係る料金及び料金徴収期
間の認可。

国道課 一 一般国道の整備及び

保全 (除雪を含む。) に

関すること (災害御日事

業の指導のうち工事の指
導以外のもの、災害復旧

事業の監督及び助成並び

に鉱害復旧事業の指導、
監督及び助成に関するこ

と並びに路政課及び道路

交通管理課の所掌に属す

るものを除く。)。

1‐1 道路法 (一般国道の整備及び保全
(除雪を含む。) に関すること (災害

復旧事業の指導のうち工事の指導以
外のもの、 災害復旧事業の監督及び

助成並びに鉱害復旧事業の指導、監

督及び助成に関すること並びに路政

課及び道路交通管理課の所掌に属す
るものを除く。)。

1-2 道路の修繕に関する法律 (地方道 ･

環境課の所掌に属するものを除く。)

･ 一般国道の新設、 改築工事の実施、 監督、
助成。
･ 指定区間内の一般国道及び北海道の区域内

の一般国道の維持の実施。
･一般国道の災害御日工事の実施及び監督。
･ 一般国道の除雪、 防雪、 凍雪書の防止に係
る事業の実施、監督、助成。

等

二 地方公共団体等から

の委託に基づき、 第9条

第1号(一般国道に係るも

のに限る。)に掲げる事

務に関連する建設工事又

は建設工事の設計若しく

は工事管理を行うこと。

･ 地方公共団体等からの委託に基づき、一般
国道に関連する工事、工事設計、工事管理の
実施。

道路緑化、電線類地中化、適職青報管理施設
整備、自動車駐車場等の施策別目標の決定。
目標達成までの事業費、事業量、目標年次、

年次計画の決定。 等
二 道路の規格構造及び 2‐1
施工基準に関する企画及

び立案に関すること (地

方道 ･環境課の所掌に属

するものを除く。)。

道路法 (道路の規格構造及び施工基

準に関する企画及び立案に関するこ
と (地方道 ･環境課の所掌に属する
ものを除く。)。)

道路種級体系 (
道路に関する

道路の施工方法
等

道路に関する交通量

導き出す交通量推計に
道路の種別全般にわ

済効果に関する調査。
道路に関する施策又

制度についての調査。

ぴ計画交通量を

る経

関する

等

三 道路に関する調査及 3‐1 道路法 (第77条)
び統計に関すること。 3‐2 高速自動車国道法 (第23条)

四 道路の防災に関する

企画及び立案に関するこ

と。

五 直轄の道路事業の積
算基準に関すること。

六 防衛施設周辺の生活 6‐1

環境の整備等に関する法

律第3条第1項及び第8条

の規定による道路に関す

る助成に関すること。

4‐1 道路法 (道路の防災に関する企画及
び立案に関すること。)

防衛施設周辺の生活環境の整備等に
関する法律 (第3条第1項及び第8条の
規定による道路に関する助成に関す
ること。)

災害対策基本法に規定する防災基本計画の
うち、道路災害対策編の企画立案並びに同法
に規定する指定行政機関である建設省の定め

る建設省防災業務計画のうち、道路災害対策
編の企画立案。 等

橋梁等の道路構造物に
成。

自衛隊又は日本

軍隊の行為により

に行う道路事業 (
業、道路補修事業)

積算基準の作

力合衆国の

等のため

踏切除去事
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地方道 ･環境課 一 都道府県道及び市町
村道並びに北海道の開発

道路の整備及び保全 (除
雪を含む。) に関するこ

と (災害復旧事業の指導
のうち工事の指導以外の

もの、災害例日事業の監

督及び助成並びに鉱害復

旧事業の指導、監督及び

助成に関すること並びに

路政課及び道路交通管理

課の所掌に属するものを

除く。)。

‐1 道路法 (都道府県道及び市町村道並
びに北海道の開発道路の整備及び保

全 (除雪を含む。) に関すること (災

害復旧事業の指導のうち工事の指導

以外のもの、 災害復旧事業の監督及

び助成並びに鉱害復旧事業の指導、
監督及び助成に関すること並びに路

政課及び道路交通管理課の所掌に属

するものを除く。)。)

き2 道路の修繕に関する法律 (都道府県

道及び市町村道並びに北海道の開発

道路の保全 (除雪を含む。) に関する

こと (路政課及び道路交通管理課の

所掌に属するものを除く。)。)

都道府県道及び市町村道の新設、改良修繕

工事の監督、助成。
北海道の区域内の開発道路の工事及び維持

並びに災害復旧事業の実施。
都道府県道及び市町村道の災害復旧工事の

指導。
都道府県道及び市町村道の除雪、 防雪及び

凍雪書の防止に係る事業の監督、助成。
等

二 豪雪地帯対策特別措
置法第14条第1項の規定
による基幹的な市町村道

の指定に関すること。

2孔 豪雪地帯対策特別措置法 (第14条第1
項の規定による基幹的な市町村道の

指定に関すること。)

三 道路の整備等に関す

る事務のうち、環境対策

及び交通安全対策の企画

及び立案に関すること。

34 道路法 (環境対策及び交通安全対策

の企画及び立案に関すること。)

32 環境影響評価法 (道路に関すること。)

33 交通安全施設等整備事業に関する緊
急措置法 (交通安全対策の企画及び
立案に関すること。)

･ 道路の環境の改善に資する施策の企画及び

立案 (例刻ま、 ｢沿道環境改善事業｣の創設

等)
･ 道路における交通安全に資する施策の企画

(例刻ま、 ｢事故多発地点緊急対策事業｣の創

設等)
･ 遮音壁、植樹帯、環境施設帯等の構造に関

する基準の設定。
･ 防護柵、照明施設、自動車駐車場等の構造

に関する基準の設定。 等

四 幹線道路の沿道の整

備に関する法律の施行に

関すること (沿道地区計

画及びが合道整備権利移転
等促進計画に係るもの並

びに路政課の所掌に属す

るものを除く。)。

4‐1 幹線道路の沿道の整備に関する法律
(沿道地区計画及び沿道整備権利移転
等促進計画に係るもの並びに路政課

の所掌に属するものを除く。)

･ 道路交通騒音減少計画の作成に関するこ

と。
･ 土地の買入れに関する資金の貸付け。

･ 沿道整備推進機構に対する資金の貸付け。
等

五 地方公共団体等から

の委託に基づき、 第9条

第1号 (北海道の開発道

路に係るものに限る。)

に掲げる事務に関連する

建設工事又は建設工事の

設計若しくは工事管理を

行うことo

、

)

･ 地方公共団体等からの委託に基づき、北

海道の開発道路に関連する工事、工事設計、
工事管理の実施。

附則① 山村振興法第11
条の規定による基幹的な

市町村道の指定に関する

こと。

附則① 山村振興法 (第11条の規定による

基幹的な市町村道の指定に関するこ

と。)

附則② 半島振興法第11

条の規定による基幹的な

市町村道の指定に関する

こと。

附則② 半島振興法 (第11条の規定による

基幹的な市町村道の指定に関するこ

と。

附則③ 過疎地域自立促
進特別措置法第14条の規

定による基幹的な市町村

道の指定に関すること。

附則③ 過疎地域自立促進特別措置法 (第
14条の規定による基幹的な市町村道

の指定に関すること。)
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表3 地方整備局の位置及び管轄区域表

名 称 位 置 管 轄 区 域

東北地方整備局 仙台市 青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県

関東地方整備局 大宮市 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 山梨県 長野県

北陸地方整備局 新潟市 新潟県 富山県 石川県

中部地方整備局 名古屋市 岐阜県 静岡県 愛知県 三重県

近畿地方整備局 大阪市 福井県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県

中国地方整備局 広島市 鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県

四国地方整備局 高松市 徳島県 香川県 愛媛県 高知県

九州地方整備局 福岡市 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県

※ 港湾 ･空港関係業務については、 長野県及び福井県は北陸地方整備局の、 山口県のうち下関市は九州地方

整備局の管轄区域とする。
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有料道路課 一 有料道路に関する事
業に関すること (高速国

道課の所掌に属するもの

を除く。)。

1-1 道路整備特別措置法 (高速国道課の
所掌に属するものを除く。

･ 適正な料金水準の下、採算性を確保するた

めの公的負担等各種方策の企画 ･立案。
･ 料金制度 (各種割引、車種区分等)の企
画 ･立案。
･ 有料の橋又は渡船施設に関する許可。
･ 日本道路公団の一般有料道路の許可。
･ 首都高速道路又は阪神高速道路の工事実施
計画書の認可。
･ 首都高速道路又は阪神高速道路に係る料金
及び料金徴収期間の認可。
･ 本州四国連絡道路に係る料金及び料金徴収

期間の認可。
･ 地方道路公社の指定都市高速道路及び一般

有料道路の許可。
･ 地方道路公社の行う一般有料道路事業に対
する助成。
･ 東京湾横断道路の建設及び管理に関する事
業の監督及び助成。 等

二 地方道路公社の定款
の認可に関する事務のう

ち道路の整備に関する基

本計画の審査に関するこ

と並びに地方道路公社の

予算、事業計画及び資金
計画に関する指導に関す
ること。

2-1 地方道路公社法 (地方道路公社の定
款の認可に関する事務のうち道路の

整備に関する基本計画の審査に関す

ること並びに地方道路公社の予算、
事業計画及び資金計画に関する指導
に関すること。)

･ 地方道路公社の行う道路の整備に関する基
本計画に関する審査。
･ 地方道路公社の予算、事業計画及び資金計
画に関する指導。

等

三 東京湾横断道路の建
設に関する特別措置法の
規定による建設協定又は

管理協定の認可に関する

事務のうち、技術的審査
に関すること。

34 東京湾横断道路の建設に関する特別
措置法 (建設協定又は管理協定の認
可に関する事務のうち、技術的審査
に関すること。)

･ 建設協定又は管理協定の認可の技術的審
査。



国 土 交 通 省
(外周)

船員労働委員会
気象庁
海上保安庁

(注1)審議官等、地方支分部局及び審議会は除いている。
〔注2)組織は順不同である。

大臣官房

秘密課
人事課

会計課

営繕計画課

国土地理院
小笠原総合事務所

※ 土木研究所
※ 建築研究所

靴 電子航法研究所

翔 湛溌技術研究所
※ 赤枝大学校
※ 航海訓練所
※ 海員学校
疑 航空大学校

航空保安大学校

※ 交通安全公害研究所

国土交通大学校

※平成13年4月、独立行政法人化予定

北海道局

開発課
建設課
海岸･防災課
環境･技術課

飛行場部

管理課
計画課

環境整伽課

航空機安全課
乗員課

管制保安部

管制課
運用諜
無線課

靴務課
企画課
予算課
地放課
湛敗課
水放課
農林水産課

総合政策局 国土計画局

総務課

土地･
水資源局

都市･
地域整備局

総務課
企画課
大都市圏整備課

まちづくり推進課
都市計画課

街路課
公園緑地課
離島振興課
特別地域振興課

下水道部

河川局 道路局 住宅局 鉄道局

総務課
水敗融

治水課
防災課

総務課
路政課
道路交通管理課

地方道･環境課
有料道路課

国道課

絆務課
住宅政策課

都市鉄道課
財務課

市街弛建築皹

自動車
交通局

総務課
旅客課
貨物課
保障課

技術安全部

管理課

審査課
整備課
環境課

海事局 港湾局 航空局

総務課
海事産業課
外航課
国内旅客課
国内貨物課
　　　
造船課
舶用工葉殼
安全基準課
検査澗度課
技術課

船員部

労政課
労働基準課
船舶職員課

監理部

国際航空課
国土環境･調整課
建設施工企画課
建設業課
建設振興課
宅地課
不動産葉課
交通計画課
交通消費者行政課
環境･海洋課
技術安全課
国際企画課
国際建設課
国脱業務課
国際協力課
貨物流通施設課
複合貨物流通課

情報管理部

情報企画課
建設調査統計課
交通蘭査統計課

観光部

企画課
旅行振興課
観光地域振興課

大都市圏計回議
地方計画課
首都機能移転企画課
調整課

地価調査課

土地情報課

水資源部

水資源計画課
水源地域対策課

下水道企画課
下水道事業課

管理課



第一港湾建設局
第二港湾建設局
第三港湾建設局
第四港湾建設局
第五港湾建設局

東北地方建設局
関東地方建設局
北陸地方建設局

中部地方建設局
近畿地方建設局
中国地方建設局
四国地方建設局
九州地方建設局

図 2 統合図

北海道開発局

"
“

“
‐

港湾 ･空港関係業務にっては、
長野県及び福井県は北陸地方整
備局の山口県のうち下関市は九
州地方整備局の管朝とする。

0 :本局庁舎 (港湾空港関係を除く)

□ :本局庁舎 (港湾空港関係)

-北陸地方整備局l

l四国地方整備局｣

。。
ク

L九州地方整備局l

o d
ゞ◇

-中部地方整備局L

-近畿地方整備局-

沖縄総合事務局

l関東地方整備局l

図3 地方整備局の管轄区域

東北地方整備局
関東地方整備局
北陸地方整備局

中部地方整備局
近畿地方整備局
中国地方整備局
四国地方整備局
九州地方整備局

-東北地方整備局l

ただし、 一体として実施すべき事務 ･事業の区域が 2以上の地方整備局の管轄区域にわた
る場合その必要があると認める場合においては、 管轄区域の特例を定めることができるも
のとする。
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愛
媛
県
の
『遭
略
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

道行セ 2000.11 3 7

『明
る
く
さ
わ
や
か
で
活
力
あ
る
愛
媛
』
を
目
指
し
て

愛
媛
県
土
木
部
道
路
都
市
局
道
路
建
設
課

一

は
じ
め
に

愛
媛
県
は
、
四
国
の
北
西
部
に
位
置
し
、
県
を
東
西
に

横
断
す
る
中
央
構
造
線
を
境
と
し
て
、
北
側
に
は
、
瀬
戸

内
海
に
面
し
た
平
野
が
広
が
り
、
南
側
に
は
、
四
国
の
脊

髄
を
な
す
四
国
山
地
や
雄
大
な
四
国
カ
ル
ス
ト
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
西
日
本
最
高
峰
、
標
高
一
、
九
人
二
m
の
霊

峰
石
鎚
山
を
は
じ
め
多
く
の
険
し
い
山
々
や
盆
地
が
多
数

あ
り
、全
体
的
に
山
地
の
多
い
地
形
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

瀬
戸
内
海
、
宇
和
海
に
は
、
大
小
二
〇
〇
余
り
の
島
々
が

散
在
し
、
海
、
山
両
面
の
自
然
の
景
観
に
恵
ま
れ
た
地
形

と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
県
の
県
土
面
積
は
五
、
六
七
六
蝸
で
、
そ
の
う
ち
林

野
面
積
は
四
、
0
一
四
蝸
で
県
土
の
七
一
%
、
可
住
地
面

積
は
一
、
六
六
二
蝸
で
県
土
の
二
九
%
と
県
土
の
七
割
が

林
野
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

海
岸
線
は
一
、
六
三
三
皿
に
及
び
北
海
道
、
長
崎
、
鹿

児
島
、
沖
縄
に
つ
い
で
全
国
第
五
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

き

、'

霊

山
　

　

,

~
!

‘

石

二

愛
媛
県
の
道
路
現
況

平
成
三

年
四
月
一
日
現
在
で
の
愛
媛
県
の
道
路
の
現

況
は
、
高
速
自
動
車
国
道

(
一
一
七
･
七
皿
)、
一
般
国

道

(
一
人
路
線
…
-
、
0
八
四
･
九
皿
)、
県
道

(二
四

三
路
線
…
二
、
九
二
0
･
0
如
)
、
市
町
村
道

(二
五
、

二
三
〇
路
線

"
一
三
、
一
一
二

･
二
皿
)
と
な
っ
て
お
り
、

国
･
県
道
の
改
良
率
が
六
二
･
七
%
で
あ
り
、
全
国
で
も

下
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
(平
成
一
〇
年
四
月
一

日
現
在
で
は
四
三
位
)
こ
れ
は
、
本
県
の
地
形
が
山
地
が

多
く
、
ま
た
海
岸
線
の
距
離
が
長
い
こ
と
な
ど
に
よ
る
管

理
道
路
自
体
の
延
長
が
長
い
こ
と
等
が
要
因
の
一
つ
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。



三

愛
媛
県
の
道
づ
く
り

本
県
で
は
、
平
成
九
年
度
に

『道
路
整
備
の
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
』
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
県
民
各
界
の
有
識
者
か

ら
組
織
す
る
｢道
路
懇
談
会
｣
か
ら
意
見
を
伺
い
、
ま
た
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ポ
ル
ブ
メ
ン
ト
方
式
の
一
環
と
し
て
地

域
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
基
本
目

標
等
を
策
定
し
ま
し
た
。

道
づ
く
り
の
基
本
目
標
と
し
て

I

豊
か
さ
と
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
の
実
現

□

個
性
と
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

m

人
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
を
目
指
し
、
さ
ら
に
五
つ
の
道
づ
く
り
の
基
本
方

向 の 標 城 パ ら ョ

1 を 実 m □ I 道 等 住 ブ 組 ン 本 宮
定 現 づ を 民 り 織 』 県 一

　　　 　　　　　　　　　　 　

1

新
し
い
交
流
を
生
み
出
す
道
づ
く
り

い
ま
す

宇和海

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

これからの道路整備においては、愛媛県が目指す将来像の実現を推進し、さらに発展させていくための一翼を担

うことが求められ、これからの道路整備の基本方向を次のように考えます。

圏道づくりの基本方向 圏整備施策

国 内 造 罐 ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実 3
① 新広域交流軸の形成

齪溌 新しい交流を生み 出す遺づくり

,県 内 腫 悩¥ネツビト ワ ーク の 充 実1

② 県内各地を結氷道路ネットワークづくり
③ 交通拠点を身近にする道づくり
④ 周辺の他県との連携を支える道づくり
⑥ 地域を活性化する道づくり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑥ 中心都市を身近にする道づくり
⑦ 渋滞を解消する道づくり

地域を元気にする 道づくり

團道づくりの
基本目標

r 豊かさとゆと"のある生活の実現
雛粉 生活を壱つわ煎通 にする道づくり

⑨ まちづくりと一体になった直づくり
⑨ 災害に強い道づくり

　　　　　　 　　　　　　　　　　　
　　　

⑩ 安全で快適な道づくり
⑪ 高齢者、障害者が安心できる道づくり
⑫ ゆとりと潤いのある道づくり

環 境 に rや き〉し、い 艫 つ く るJ
⑩ 緑豊かな道づくり
⑭ 自然にやさしい道つくり
に愛 ,腰 6 ,し い 道 づ"く りき

互 卿性と活力あるふるさとづくり 麹曜 さまざまなニーズ に応える道づくり

囮 入、環境にやさしいまちづ(“

へ 轢旛 謎れる郷土をつくり彪す道づくり
愛媛を体感できる道づくり
歴史･文化に承れる道づくり
美しい景観をつくりだす道づくり
地場産業を育てる道づくり

図 1 愛媛県の道づくり
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2

地
域
を
元
気
に
す
る
道
づ
く
り

3

生
活
を
も
っ
と
快
適
に
す
る
道
づ
く
り

4

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
道
づ
く
り

5

誇
れ
る
郷
土
を
つ
く
り
だ
す
道
づ
く
り

四

道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

｢道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
は
、
道
路
の

計
画
を
で
き
る
限
り
明
確
に
し
、
道
路
事
業
の
よ
り
一
層

の
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
策
定
し
、
平
成
一

一
年
二
月
に
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
記
載
箇
所
は
、
高
規

格
幹
線
道
路
か
ら
市
町
村
道
を
対
象
に
、
主
な
事
業
箇
所

に
つ
い
て
、
平
成
一
四
年
度
ま
で
を
前
期
五
年
、
平
成
一

九
年
度
ま
で
を
後
期
五
年
と
し
て
、
事
業
着
手
、
事
業
継

続
、
事
業
完
了
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
各
事
業
の
選
定
基

準
は
、

高
速
自
動
車
国
道

I

整
備
計
画
箇
所

一
般
国
道

(指
定
区
間
)

･
主
要
な
改
築
事
業

一
般
国
道

(指
定
区
間
外
)

!

全
体
事
業
費
一
〇
億
円
か
つ
全
体
延

長
一
如
以
上

都
道
府
県
道i

全
体
事
業
費
一
〇
億
円
か
つ
全
体
延

長
一
皿
以
上

都
市
計
画
道
路

(県
事
業
)

1

全
体
事
業
費
一
〇
億
円
ま
た
は
全
体

延
長
一
如
以
上

市
町
村
道

!
主
要
な
も
の

区
画
整
理
事
業i

基
本
事
業
費
一
〇
億
円
以
上
ま
た

は
、
補
助
対
象
路
線
延
長
一
蹴
以
上

と
し
て
い
ま
す
。

記
載
箇
所
数
は
、
建
設
省
･
公
団
施
行
箇
所
が
二
○
箇

所
、
県
施
行
が
六
五
箇
所
、
市
町
村
施
行
が
一
二
箇
所
の

合
計
九
七
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

記
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
『道
路
整
備
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
』
に
示
さ
れ
た
五
つ
の
道
づ
く
り
の
基
本
方
向
に
基
づ

き
記
載
し
て
い
ま
す
。

1

新
し
い
交
流
を
生
み
出
す
道
づ
く
り

(国
内
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

(表
1
)〉

①

新
広
域
交
通
軸
の
形
成

新
た
な
国
土
の
発
展
軸
と
な
る
太
平
洋
新
国
土
軸

や
、
日
本
海
~
瀬
戸
内
海
~
太
平
洋
を
結
ぶ
中
四
国

地
域
連
携
軸
の
形
成
に
向
け
、
そ
の
基
盤
を
支
え
る

新
広
域
交
通
軸
を
整
備
し
ま
す
。

2

地
域
を
元
気
に
す
る
道
づ
く
り

へ県
内
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

(表
2
)〉

②

県
内
各
地
を
結
ぶ
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

高
規
格
道
路
の
整
備
と
こ
れ
に
関
連
す
る
国
道
･

地
方
道
の
計
画
的
な
整
備
を
す
す
め
、
県
内
各
都
市

か
ら
松
山
市
へ
一
時
間
で
、
ま
た
、
県
内
各
地
か
ら

主
要
な
交
通
拠
点
へ
一
時
間
で
到
達
で
き
る
県
内
一

時
間
高
速
交
通
圏
を
形
成
し
ま
す
。

③

交
通
拠
点
を
身
近
に
す
る
道
づ
く
り

松
山
空
港
や
重
要
港
湾
な
ど
の
交
通
拠
点
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
を
整
備
し
ま
す
。

④

周
辺
の
他
県
と
の
連
携
を
支
え
る
道
づ
く
り

近
接
す
る
他
県
と
連
絡
す
る
国
道
･
地
方
道
の
整

備
を
進
め
、
他
県
と
の
連
携
を
強
化
す
る
道
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

⑤

地
域
を
活
性
化
す
る
道
づ
く
り

県
内
各
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
産
業
振
興
を
支
援

す
る
道
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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3

生
活
を
も
っ
と
快
適
に
す
る
道
づ
く
り

へ日
常
生
活
に
密
着
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
(表
3
)〉

⑥

中
心
都
市
を
身
近
に
す
る
道
づ
く
り

各
市
町
村
か
ら
圏
域
内
中
心
都
市
の
役
所
･
役
場

へ
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
分
で
到
達
で
き
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
充
実
を
目
指
し
、道
路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

⑦

渋
滞
を
解
消
す
る
道
づ
く
り

都
市
部
で
の
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
に
、
二
車
線

道
路
の
四
車
化
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
交
差
点
の
改
良
･

立
体
交
差
化
や
環
状
道
路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま



た
、
都
市
内
に
お
い
て
は
、
そ
の
交
通
特
性
に
応
じ

て
交
通
需
要
の
調
整

(T
D
M
)
等
ソ
フ
ト
的
な
施

策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
を
よ
り
一
層

活
用
し
て
い
さ
ま
す
。

⑧

ま
ち
づ
く
り
と
一
体
に
な
っ
た
道
づ
く
り

都
市
部
の
面
的
な
整
備
に
よ
り
、
住
民
参
加
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
、
道
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

⑨

災
害
に
強
い
道
づ
く
り

防
災
、
震
災
の
対
策
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
災

害
発
生
時
の
緊
急
輸
送
路
や
代
替
ル
ー
ト
の
整
備
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
道
路
施
設
の
健
全
度
を
常
に
チ

ェ
ッ
ク
し
、
計
画
的
な
維
持
管
理
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

4

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
道
づ
く
り

へ人
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り

(表
4
)〉

⑩

安
全
で
快
適
な
道
づ
く
り

安
心
し
て
日
常
生
活
が
営
め
る
環
境
を
作
る
た

め
、
自
動
車
、
二
輪
車
、
歩
行
者
が
そ
れ
ぞ
れ
安
全

に
移
動
で
き
る
空
間
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
自
動
車

の
交
通
安
全
を
目
指
し
、
事
故
多
発
地
点
へ
の
集
中

的
な
対
策
実
施
な
ど
、
事
故
を
減
少
さ
せ
る
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
ゆ
と
り
あ
る
歩
道
の
整

備
、
自
然
や
文
化
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
歩
行
空

間
の
整
備
に
よ
り
、
地
域
の
人
々
が
安
全
に
、
快
適

に
、
且
つ
歩
く
こ
と
を
楽
し
め
る
道
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

⑪

高
齢
者
、
障
害
者
が
安
心
で
き
る
道
づ
く
り

高
齢
者
、
障
害
者
が
安
心
で
き
る
道
づ
く
り
を
目

指
し
、
ゆ
と
り
の
あ
る
歩
道
の
整
備
や
、
段
差
解
消
、

横
断
歩
道
橋
な
ど
の
改
善
、
ま
た
、
案
内
標
識
の
改

善

･
充
実
な
ど
、
｢人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条

例
｣
に
基
づ
い
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
道
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

⑫

ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
道
づ
く
り

ふ
と
立
ち
よ
っ
て
集
い
、
憩
え
る
よ
う
な
ス
ペ
ー

ス
(ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
や
道
の
駅
な
ど
)
の
整
備
や
、

沿
道
の
景
色
を
楽
し
め
る
道
づ
く
り
な
ど
に
よ
り
、

通
行
の
た
め
だ
け
の
道
づ
く
り
で
は
な
く
、
ゆ
と
り

と
潤
い
の
あ
る
道
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

へ環
境
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り

(表
5
)〉

⑬

緑
豊
か
な
道
づ
く
り

緑
地
帯
の
設
置
、
周
囲
の
自
然
に
十
分
配
慮
し
た

緑
地
、
法
面
の
再
緑
化
な
ど
に
よ
り
、
緑
豊
か
な
道

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

⑭

自
然
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り

自
然
の
生
態
系
に
十
分
配
慮
し
た
道
づ
く
り

(エ

コ
ロ
ー
ド
)
や
、
自
然
公
園
内
な
ど
で
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
極
力
使
用
し
な
い
道
づ
く
り
を
進
め
、
自
然

環
境
と
調
和
し
、共
生
す
る
道
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

5

誇
れ
る
郷
土
を
つ
く
り
だ
す
道
づ
く
り

へ愛
媛
ら
し
い
道
づ
く
り

(表
6
)〉

⑮

愛
媛
を
体
感
で
き
る
道
づ
く
り

海
や
山
の
自
然
な
ど
の
観
光
資
源
を
結
ぶ
広
域
観

光
周
遊
ル
ー
ト
を
整
備
し
ま
す
。

⑯

歴
史
･
文
化
に
ふ
れ
る
道
づ
く
り

歴
史
･
文
化
に
親
し
み
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

道
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

⑰

美
し
い
景
観
を
つ
く
り
だ
す
道
づ
く
り

歴
史
的
･
文
化
的
景
観
を
有
す
る
地
区
や
、
愛
媛

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
地
区
な
ど
で
は
、
電
線
類
の
地

中
化
等
の
推
進
に
よ
り
、
美
し
い
沿
道
環
境
の
形
成

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
ポ
イ
捨
て
な
ど
の
削
減
を
進

め
ゴ
ミ
の
な
い
ク
リ
ー
ン
な
道
を
目
指
す
と
と
も

に
、
夜
間
照
明
な
ど
の
道
路
付
属
施
設
に
も
配
慮
し

て
、
美
し
い
道
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

⑱

地
場
産
業
を
育
て
る
道
づ
く
り

柑
橘
類
や
海
産
物
な
ど
の
愛
媛
を
代
表
す
る
特
産

品
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
、
海
岸
部
の
漁
港
、
鮮

魚
市
場
や
山
間
部
の
選
果
場
、
観
光
農
園
な
ど
へ
ス

ム
ー
ズ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
道
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

に
分
類
し
記
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
表
1
i
6
の
と

お
り
で
す
。
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表 1 国内道路ネットワークの充実

N o 路 線 名
前期5年
(H 10 ~ H 14)

後期5年
(H 15 ~ H 19)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

【高規格幹線道路】
四国縦貫自動車道 (井川池田IC ~ 川之江江東JC T )

四国縦貫自動車道 (伊予IC ~ 大洲IC )

一般国道56号 大洲道路

四国横断自動車道 (宇和島北IC ~ 大洲南IC )

一般国道56号 宇和島道路
西瀬戸自動車道 (生口島南IC ~ 大三島IC )

(大島南IC ~ 今治北IC )

一般国道317号 今治北道路
(今治北IC ~ 今治IC )

西瀬戸自動車道 一般国道317号 大島道路
(大島南IC ~ 大島北IC )

今治小松自動車道 一般国道196号 今治道路
(今治IC ~ 今治東IC )

今治小松自動車道 一般道196号 今治小松道路

(今治東IC ~ いよ小松IC )

【地域高規格道路】
高知松山自動車道 一般国道33号 三坂道路

松山外環状道路 松山外環状道路 (南部)
大洲 ･八幡浜自動車道 一般国道197号 名坂道路

伊予 ･松山港連絡道路
主要地方道伊予松山港線 筒井 ~ 南吉田工区

全線完成 (H 11 :暫定)

全線完成 (H 12 :暫定)

事業継続
事業継続
部分完成 (H 12 :一般部、 明倫地区)

全線完成 (H 11 :暫定)

全線完成 (H 11 :暫定)

全線完成 (H 11 :暫定)

事業継続 (H 11 :新規)

新規着手

部分完成 (H 11 :暫定、東予丹原IC ~いよ小松IC)

全線完成 (H 12 :暫定、今治東IC ~ 東予丹原IC)

事業継続
新規着手 、

事業継続
新規着手

全線完成(暫定)
事業継続 ･概成
全線完成(暫定)

全線完成(暫定)

事業継続

全線完成
事業継続
全線完成(暫定)
事業継続

注) 四国横断自動車道の ｢津島町~ 津島IC ｣ については、 現在基本計画区間であり、 整備手法の検討を行った上で、 前期事業

の着手を図ります。

表 2 県内道路ネットワークの充実

路 線 名 (H 1o ~ H 14)

後期 5年
(H 15 ~ H 19)恥

幹

15

16

野

路

蜷

幻

盟

"
第
24
25

第
“
第
“
卸
紅
笠
節
34

35

36

野
郎
綿
幼

一般国道11号川之江三島バイパス

一般国道11号小松バイパス

一般国道56号一本松町改良

一般国道194号下津池拡幅

一般国道194号寒風山道路

一般国道196号松山北条バイパス

一般国道196号今治バイパス

一般国道197号富士拡幅

一般国道197号鹿野川道路

一般国道319号法皇バイパス

一般国道319号翠波バイパス

一般国道378号三秋拡幅

一般国道378号替女ヶ峠バイパス

一般国道378号川名滓拡幅

一般国道378号俵滓バイパス

一般国道379号岩谷バイパス

一般国道379号玉谷拡幅

一般国道379号内子東バイパス

一般国道380号寺村バイパス

一般国道380号小田バイパス

一般国道381号吉野生バイパス

一般国道440号落出バイパス

一般国道440号地芳道路

一般国道441号鳥鹿野拡幅

一般国道494号渋草拡幅

一般国道494号東川バイパス

主要地方道高知伊予三島線保土野工区

部分完成 (H 12 :暫定)

部分完成 (H 10、 H 12 :暫定)

全線完成 (H 14)

全線完成 (H 13)

全線完成 (H 11)

部分完成 (H 10 :暫定)、 全線完成 (H 14 :暫定)

部分完成 (H 10 :暫定)、 全線完成 (H 11 :暫定)

部分完成 (H 13)

全線完成 (H 11)

全線完成 (H 14)

新規着手
事業継続
全線完成 (H 12)

事業継続
事業継続 (H 10新規)
事業継続
全線完成 (H 12)

事業継続
事業継続
事業継続
新規着手
部分完成 (H 14)

事業継続
事業継続
全線完成 (H 12)

全線完成 (H 13)

全線完成 (H 12)

部分完成(暫定)
事業継続

事業継続
全線完成

全線完成
全線完成
全線完成

全線完成
全線完成
全線完成
全線完成
全線完成
全線完成
全線完成
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駝
邱
54

55

56

57

弼
的
抑

主要地方道新居浜別子山線立川山工区

主要地方道壬生川新居浜野田線氷見 ~ 禎瑞工区

主要地方道大三島環状線野々江工区

主要地方道伊予松山港線南吉田~ 北吉田工区

都市計画道路三津南吉田線 (松山市北吉田町~南吉田町)
主要地方道松山港線高浜工区
都市計画道路高浜高岡線 (松山市古三津2丁目)
主要地方道松山港内宮線馬木バイパス

主要地方道肱川公園線平岡~ 知清工区

主要地方道大洲長浜線東大洲バイパス

主要地方道小田河辺大洲線山鳥坂工区

主要地方道八幡浜宇和線笠置バイパス

主要地方道宇和三瓶線津布理工区
主要地方道宇和野村線卯之町~ 稲生工区

主要地方道宇和島下波津島線北灘バイパス

一般県道丹原小松線玉之江工区

一般県道孫兵衛作壬生川線楠バイパス

一般県道今治丹原線新谷~朝倉下工区
一般県道今治丹原線神宮~高橋工区
一般県道東予玉川線大下工区

一般県道八倉松前線上野 ~ 鶴吉工区

一般県道八幡浜保内線須田工区

一般県道鳥井喜木津線伊方越バイパス
一般県道九島循環線九島
一般県道嵐田之浜岩松線岩松工区
一般県道猿月島平城線馬瀬バイパス

町道筒井徳丸線 (松前町)

表3 日常生活に密着した道路ネットワークの充実

N o 路 線 名
前期5年
(H 10 ~ H 14)

後期 5年
(H 15 ~ H 19)

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

一般県道新居浜港線滝の宮工区

都市計画道路西町中村線(新居浜市政枝町2丁目~本郷1丁目)
都市計画道路船屋阿島線 (新居浜市新田町3丁目~新田町1丁目)
都市計画道路西条駅前朔日市線 (西条市大町~朔日市)
都市計画道路丸田馬越線 (今治市常磐町8丁目~馬越町3丁目)
都市計画道路中堀樋口前線 (今治市)
主要地方道松山東部環状線右手バイパス

都市計画道路樟味溝辺線 (松山市枝松1丁目~東野1丁目)
都市計画道路道後祝谷線(松山市縁台~祝谷4丁目)
都市計画道路東一万道後線 (松山市道後町2丁目~道後剛胆)

都市計画道路北宝来近見線 (今治市北宝来町4丁目~近見町2丁目)

都市計画道路松山環状線岩崎工区 (松山市)
市道鳥生大浜八町線 (今治市)
市道千舟町古川線 (松山市)
市道北久米和泉線 (松山市)
町道白滝柴線 (長浜町)
新居浜駅前土地区画整理事業
今治新都市開発整備事業
今治駅西土地区画整理事業
松山北部土地区画整理事業

新規着手
新規着手
全線完成 (H 10)
全線完成 (H 12)
全線完成 (H 12)

全線完成 (H 12)
全線完成 (H 10)

事業継続 (H 11新規)
全線完成 (H 13)
事業継続
全線完成 (H 10)

全線完成 (H 10)

全線完成 (H 14)

全線完成 (H 12)

事業継続 (H 11新規)
全線完成 (H 13)

事業継続 (H 10新規)
新規着手
事業完成 (H 10)
新規着手

全線完成
全線完成

全線完成

全線完成

全線完成

事業完成
事業継続

事業完成

表4 人にやさしい道づくり

N o 路 線 名
前期5年
(H 10 ~ H 14)

後期 5年
(H 15 ~ H 19)

88

89

主要地方道松山港線大手町工区 (電線類地中化)
一般県道松山川内自転車道線 松山市~川内町

全線完成 (H 13)

事業継続 全線完成

事業継続
事業継続
全線完成 (H 13)

新規着手
新規着手
事業継続 (H 10新規)
全線完成 (H 11)

事業継続
全線完成 (H 13)

事業継続
事業継続
全線完成 (H 12)

全線完成 (H 12)
事業継続
新規着手
新規着手
事業継続 (H 10新規)
全線完成 (H 12)

新規着手
全線完成 (H 14)

新規着手
全線完成 (H 12)

事業継続 (H 10新規)
事業継続
事業継続
全線完成 (H 12)
事業継続 (H 10新規)

全線完成
全線完成

事業継続
事業継続
全線完成

全線完成

全線完成
全線完成

全線完成
全線完成
全線完成
全線完成

事業継続

全線完成

全線完成
全線完成
全線完成
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五

新
し
い
愛
媛
づ
く
り
指
針

(第
五
次
愛
媛
県
長
期
計
画
)

平
成
一
二
年
三
月
に
新
世
紀
の
到
来
を
目
前
に
し
て
、

二
一
世
紀
初
頭
の
愛
媛
づ
く
り
の
総
合
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と

な
る

｢新
し
い
愛
媛
づ
く
り
指
針
｣
を
作
成
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
中
で
、
道
路
整
備
の
具
体
的
な
指
標
と
し
て

伊予三島市

表6 愛媛らしい道づくり

恥 路 線 名
前期5年

(H 10 ~ H 14) 胎
5

韻
期
げ

後
印

鯛
94

%
%
"

綱也

区
区
区
市

エ
エ
エ

治

南
滴
鳥
今

大
直
妻

~

~

~
線

樅
骼
酬
麗

五
線
線
転
)

線
方
港
目
町

部
久
江
島
辺

砥
条
之
三
城

平

西

川

大

(

大
道
島
治
線

道
方
三
今
谷

方
地
道
道
郎

地
道
県
県
太

要
要
般
般
道

主
主

一

一
町

翰螺
諭
の

H

H

H

手
続
成
成
成

着
継
完
完
完

規
業
分
線
線

新
事
部
金
全

続
成
続

継
完
継

轢
鎌
轢

図 2 県部60 ･圏域内30アクセスプラン

各地方生活圏域

｢県
都
60
･
圏
域
内
卸
ア
ク
セ
ス
プ
ラ
ン
｣
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

本
計
画
期
間
内
に
、
県
内
の
主
要
都
市
か
ら
県
郡
の
松

山
市
ま
で
一
時
間
で
到
達
で
き
る

｢県
都
1
時
間
高
速
交

通
圏
｣、
各
市
町
村
役
場
か
ら
圏
域
の
中
心
都
市
あ
る
い

は
、
集
落
中
心
地
ま
で
三
〇
分
で
到
達
で
き
る

｢地
方
生

活
圏
域
内
30
分
交
通
圏
｣
の
形
成
の
最
終
段
階
を
目
指
し

ま
す
。

今
後
、
｢道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
主

体
と
し
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
道
路
整
備
を
進
め
、

目
標
達
成
に
向
け
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

六

お
わ
り
に

愛
媛
県
で
は
、
昨
年
の
五
月
に
西
瀬
戸
自
動
車
道

｢瀬

戸
内
し
ま
な
み
海
道
｣
が
開
通
し
、
さ
ら
に
本
年
二
月
に

は
、
四
国
の
四
県
部
が
エ
ッ
ク
ス
型
に
直
結
し
、
高
速
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
特
に

｢瀬
戸
内

し
ま
な
み
海
道
｣
は
、
橋
に
自
転
車
歩
行
者
道
が
併
用
さ

れ
て
お
り
、
徒
歩
や
自
転
車
で
海
を
渡
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
等
の
施
設
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
愛

媛
に
お
越
し
の
際
に
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

最
後
に

｢愛
媛
県
の
道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
｣
の
策
定
に
あ
た
り
、
関
係
各
位
の
多
大
な
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
今
後
の
道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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表 5 環境にやさしい道づくり

恥 路 線 名
前期5年

(H10 ~ H 14)
後期5年

(H 15 ~ H 19)

90

91

92

スが
親

が
材

幅
瀞
嫁

復
状
嗽

馴
島
轆

膀
伯
劇

鰯
施
纖

爛
馳
鰓

一
主

一

③
ぬ

H

H

続
成
成

継
完
完

業
綿
線

事
全
全

全線完成
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薹
道の駅 ｢みわ｣

』が育む轢い◎脆讓篭し　FI1

｢道
の
駅

み
わ
｣
は
平
成
七
年
四
月
に
観
光
の

拠
点
と
し
て
オ
ー
プ
ン
を
控
え
て
い
た
物
産
セ
ン
タ

ー

｢み
わ
★
ふ
る
さ
と
館

北
斗
星
｣
の
施
設
を
、

茨
城
県
二
番
目
の

｢道
の
駅
｣
と
し
て
二
月
に
登
録

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
那
須
･
塩
原
･
日
光
と

い
う
観
光
地
へ
の
ル
ー
ト
で
あ
る
国
道
二
九
三
号
線

が
走
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ど
よ
い
休
憩

施
設
が
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

｢道
の
駅
｣
が
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

施
設
全
体
は
今
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
る

｢た
ば
こ

の
葉
｣
の
乾
燥
場
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
白
壁
に
黒
木

で
、
環
境
に
馴
染
ん
だ
た
た
ず
ま
い
で
す
。
星
の
美

し
さ
に
ち
な
ん
で
、
当
駅
も
ト
イ
レ
は
清
潔
感

｢満

点
｣
と
星
空

｢満
天
｣
と
を
か
け
た

｢満
て
ん
ト
イ

レ
｣
の
名
が
つ
い
て
い
ま
す
。
天
井
を
見
上
げ
る
と
、

そ
こ
に
は
星
座
が
描
か
れ
て
お
り
、
も
う
ひ
と
つ
か

け
て
、
外
国
映
画
の
な
つ
か
し
の
ス
タ
ー
が
。

施
設
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

｢北
斗
庵
｣
で
は
、
毎
日

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
手
打
ち
し
て
い
る
お
蕎
麦
が
召
し

上
が
れ
ま
す
。
蕎
麦
は
も
ち
ろ
ん
美
和
村
で
取
れ
た

｢常
陸
秋
そ
ば
｣
と
い
う
銘
柄
の
蕎
麦
を
施
設
内
で

石
臼
挽
き
、
製
麺
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
香
り
を
失

う
事
な
く
お
客
様
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
毎
年

一
一
月
に
は

｢新
そ
ば
ま
つ
り
｣
を
開
催
。
蕎
麦
を

通
し
た
交
流
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
｢シ
ョ
ッ
プ
ほ

道の駅 ｢みゎ｣ 駅長 佐藤 敏雄
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く
と
せ
い
｣
で
は
、
星
に
ち
な
ん
だ
グ
ッ
ズ
や
、
特

産
の
木
工
品
な
ど
の
販
売
を
し
て
お
り
ま
す
。

｢道
の
駅
｣
で
過
疎
化
か
ら
蘇
え
る

そ
し
て
、
｢美
和
村
と
い
え
ば
北
斗
星
｣
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
所
以
の
野
菜
直
売
コ
ー
ナ
ー
で

は
毎
朝
、
出
荷
者
の
方
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
一
輪
車
、

バ
イ
ク
な
ど
で
搬
入
さ
れ
た
野
菜
が
並
び
ま
す
。
搬

入
が
朝
早
い
た
め
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
だ
け
は
七
時
半

に
開
店
し
ま
す
。
も
と
も
と
建
物
の
中
の
わ
ず
か
な

ス
ペ
ー
ス
で
し
た
が
、
お
客
様
の
増
加
と
共
に
拡
大

を
進
め
、
現
在
は
テ
ン
ト
四
張
り
の
開
放
的
な
売
場

と
な
り
ま
し
た
。
土
･
日
曜
日
と
も
な
る
と
、
お
祭

り
の
よ
う
な
賑
わ
い
で
す
。
お
客
様
と
、
農
家
の

方
々
が
早
朝
の
す
が
す
が
し
い
空
気
と
共
に
語
ら
う

光
景
は
今
で
は
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
以
前

は
車
が
通
過
す
る
だ
け
の
村
、
過
疎
化
が
進
ん
で
い

ふるさと情報サービスコーナー

　

　

　　

　
　

、ン

さ
ま

ズ/道の駅

る
村
か
ら
考
え
る
と
、
そ
れ
は
そ
れ
は
大
き
な
進
歩

で
あ
り
、
喜
び
に
な
り
ま
し
た
。
農
家
で
は
な
い
お

年
寄
り
も
励
み
に
な
り
、
決
し
て
大
き
い
と
は
い
え

な
い
畑
に
一
生
懸
命
作
物
を
そ
だ
て
出
荷
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

当
駅
か
ら
正
面
に
見
え
る
山
の
上
に
は
、
山
桜
や

あ
じ
さ
い
が
咲
く

｢花
立
自
然
公
園
｣
が
広
が
り
、

ス
ペ
ー
ス
ア
ス
レ
ラ
ン
ド
や
花
立
天
文
台

｢美
ス
タ

ー
｣
や
ロ
グ
キ
ャ
ビ
ン
が
連
立
し
て
お
り
、
季
節
そ

れ
ぞ
れ
に
楽
し
む
事
が
で
き
ま
す
。
ロ
グ
キ
ャ
ビ
ン

に
宿
泊
す
る
と
、
早
朝
は
眼
下
に
雲
海
が
広
が
り
自

然
の
作
る
芸
術
に
心
が
洗
わ
れ
、
側
に
あ
る
美
ス
タ

ー
か
ら
は
、
た
だ
で
さ
え
美
し
い
星
空
を
よ
り
美
し

く
見
上
げ
る
事
が
で
き
ま
す
。
静
か
な
山
中
に
あ
る

鷲
子
山
上
神
社
は
神
社
の
真
ん
中
が
県
境
と
い
う
と

て
も
珍
し
い
場
所
で
、
社
務
所
も
栃
木
側
と
茨
城
側

が
向
か
い
合
っ
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
他
に
も
沢
山
あ

る
美
和
村
の
す
ば
ら
し
い
名
所
を
｢道
の
駅

み
わ
｣

に
来
て
い
た
だ
く
事
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
方
に
知

っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
展
開
と
し
て
は
、
来
年
度

に
野
菜
売
場
を
よ
り
便
利
に
ご
利
用
頂
く
為
に
も
、

機
能
的
な
売
場
を
新
設
。
ま
た
昨
年
開
園
し
た
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
園
と
連
動
し
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
開
発
、

販
売
の
為
の
改
築
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

開
設
か
ら
六
年
。
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご
利
用

頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
｢道
の
駅
｣
と
し
て
は
ま
だ

ま
だ
模
索
中
･
発
展
途
上
の
段
階
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
元
の
皆
様
と
協
力
し
、
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
道

の
駅
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

おもしろ工房 (体験棟)

5 6 道行セ 2000.11
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縁にとけこんだ

情報脆講の新しい風
道の駅 ｢厳木｣ ｢風のふるさと館｣

佐
用
姫
が
見
守
る
風
の
ふ
る
さ
と

｢道
の
駅
｣
厳
木
…
風
の
ふ
る
さ
と
館
は
、
佐
賀

市
と
唐
津
市
の
中
間
点
に
位
置
し
、
両
市
を
結
ぶ
国

道
二
〇
三
号
沿
い
に
あ
り
ま
す
。

厳
木
町
が
生
誕
と
伝
承
さ
れ
る
高
さ
一
四
m
(台

座
二
m
を
含
む
)
の
巨
大
な
佐
用
姫
像
が
目
印
に
な

っ
て
お
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
お
り

ま
す
。

駅
内
に
は
、
風
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
休
憩
所
と
ふ
る

さ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
物
産
館
が
あ
り
、館
内
に
は
、

佐
用
姫
に
ち
な
ん
だ
商
品
や
、
豊
か
な
目
然
だ
か
ら

こ
そ
生
息
す
る
魚
、
鮎
に
ち
な
ん
だ
も
の
な
ど
地
域

･ぶ
ざ
ま

色
豊
か
な
も
の
が
、
ズ
ラ
リ
並
ん
で
い
ま
す
。
地
元

の
主
婦
た
ち
の
手
作
り
山
菜
お
こ
わ
や
ま
ん
じ
ゅ
う

な
ど
は
、午
前
中
で
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の
人
気
で
す
。

ま
た
、
ゆ
ず
こ
し
ょ
う
や
ゆ
ず
ぽ
ん
酢
な
ど
も
人

気
商
品
の
ひ
と
つ
で
す
。
館
内
に
は
、
こ
れ
ら
特
産

品
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
に
、
地
元
で
取
れ
た
新
鮮
な
野

菜
や
花
が
並
ぶ
山
の
幸
コ
ー
ナ
ー
、
そ
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
厳
木
町
出
身
の
風
の
画
家
、
中
島
潔
画

伯
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
多
数
の
フ
ァ
ン
の
方
が
見

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
軽
食
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

七
月
の
下
旬
に
は
、
厳
木
川
河
川
敷
に
お
い
て
き

ゅ
う
ら
ぎ
が
わ
あ
ゆ
ま
つ
り
が
あ
り
、
福
岡
、
熊
本
、

長
崎
方
面
よ
り
多
く
の
人
た
ち
が
参
加
さ
れ
、
あ
ゆ
、

や
ま
め
釣
り
、
塩
焼
き
な
ど
で
一
日
楽
し
く
過
ご
さ

れ
ま
す
。

道行セ 2000 11 5 7

｢佐
用
姫
の
湯
｣
で
無
も
あ
た
た
か

秋
の
一
一
月
第
二
土
曜
日
、
日
曜
日
の
二
日
間
は
、

風
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
年
間
二

回
の
イ
ベ
ン
ト
を
町
を
あ
げ
て
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
風
の
ふ
る
さ
と
館
も
一
層
に
ぎ
や
か
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
二
月
中
旬
か
ら
本
番
に
な
る
、
標
高
一
、
0
四

六
m
の
高
さ
を
誇
る
天
山
山
脈
の
中
腹
に
あ
る
天
山

ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
若
い

青
年
層
も
か
な
り
増
え
て
お
り
ま
す
。
金
、
土
、
日
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曜
日
の
夜
な
ど
は
、
若
者
で
に
ぎ
や
か
な
夜
に
な
っ

て
、
時
間
を
忘
れ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ス
キ
ー
は
も
ち

ろ
ん
、
最
近
で
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が
か
な
り
多
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
の
帰
り
に
は
、
平
成
五
年
四
月
、
ふ
る
さ

と
創
生
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て

｢厳
木
温
泉
佐
用
姫

の
湯
｣
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
県
内
屈
指
の
単
純

ア
ル
カ
リ
泉

(
P
H
値
九
･
六
)
の
温
泉
で
、
ス
キ

ー
ヤ
ー
の
冷
め
た
身
体
を
あ
た
た
め
て
い
ま
す
。
薬

湯
、
桧
風
呂
、
家
族
風
呂
、
サ
ウ
ナ
な
ど
、
年
間
を

と
お
し
て
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

｢佐
用
姫
の
湯
｣
で
す
。

｢時
代
の
風
｣
を
、
い
ち
早
く
感
じ
二
一
世
紀
の

新
風
を
吹
き
込
む
た
め
に
、
町
民
が
一
体
と
な
り
、

人
と
自
然
が
調
和
の
と
れ
た
町
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
て
、
そ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て

｢風
の
ふ

る
さ
と

…
き
ゅ
う
ら
ぎ
ま
ち
｣
を
か
か
げ
て
い
ま
す
。

シリーズ/ 道の駅
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18

月
.日

世
界

の
動
き

○
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
連
邦
議
会
が
招
集
さ
れ
、
大
統
領
選
で
勝

利
し
た
コ
シ
ュ
ト
ニ
ツ
ァ
氏

(五
六
)
が
宣
誓
式
を
行
い
、
正
式

に
新
大
統
領
に
就
任
し
た
。

○
米
国
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

(北
朝
鮮
)
は
、
共
同
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
表
。
｢双
方
が
敵
対
的
な
意
思
を
持
た
な
い
｣
こ

と
を
宣
言
、
｢今
後
の
新
た
な
関
係
樹
立
へ
全
力
を
尽
く
す
｣
こ

と
を
確
認
し
た
。

○
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
委
員
会
は
今
年
の
ノ
J
ベ
ル
平
和

賞
を
韓
国
の
金
大
中
大
統
領

(七
四
)
に
贈
る
と
発
表
し
た
。
韓

国
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
は
初
め
て
。

○
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
大
規
模
な
衝
突
の
収
拾
を
目
指

し
て
エ
ジ
プ
ト
の
シ
ャ
ル
ム
エ
ル
シ
ェ
イ
ク
で
開
か
れ
て
い
た
緊

急
中
東
会
議
が
閉
幕
。
暴
力
の
停
止
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
共
同
声

明
を
ま
と
め
た
。
声
明
は
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ
双

方
が
国
連
と
と
も
に
、
紛
争
の
原
因
を
探
り
、
再
発
を
防
止
す
る

た
め
の
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

○
米
株
式
市
場
は
取
引
開
始
と
と
も
に
売
り
注
文
が
殺
到
し
、
ダ

ウ
工
業
株
平
均
が
一
時
、
前
日
終
値
よ
り
四
三
〇
ド
ル
以
上
急
落

し
て
九
、
六
〇
〇
ド
ル
台
に
落
ち
込
ん
だ
。
一
万
ド
ル
の
大
台
を

下
回
っ
た
の
は
、
ほ
ぼ
七
ヵ
月
ぶ
り
、
原
油
価
格
の
高
騰
や
米
ハ

イ
テ
ク
企
業
の
伸
び
悩
み
な
ど
が
要
因
。

事

項

0

麟
月
.日

国
内

の
動
き

○
中
国
地
方
を
中
心
に
強
い
地
震
が
あ
り
、
鳥
取
県
境
港
市
で
震

度
6
強
、
岡
山
県
北
部
や
香
川
県
東
部
で
震
度
5
強
を
観
測
し
た
。

気
象
庁
は
、
｢鳥
取
県
西
部
地
震
｣
と
名
づ
け
た
。

○
中
堅
生
保
の
千
代
田
生
命
保
険
が
更
生
特
例
法
の
適
用
を
東
京

地
裁
に
申
請
し
て
経
営
破
た
ん
。
次
い
で
二
〇
日
に
協
栄
生
命
保

険
が
同
じ
く
更
生
特
例
法
の
適
用
を
東
京
地
裁
に
申
請
し
て
経
営

破
た
ん
し
た
。
生
保
の
経
営
破
た
ん
は
、
こ
れ
で
戦
後
六
社
目
。

○
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
二
〇
〇
〇
年
の
ノ

1
ベ
ル
化
学
賞
を
筑
波
大
の
白
川
英
樹
名
誉
教
授

(六
四
)
と
米

国
の
二
教
授
の
三
人
に
贈
る
と
発
表
し
た
。
業
績
は

｢伝
導
性
ポ

リ
マ
ー
の
発
見
と
開
発
｣。
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
は
九
人

目
o

○
茨
城
県
警
が
昨
年
九
月
の
ジ
ェ
ー
･
シ
ー
･
オ
ー

(J
C
O
)

東
海
事
業
所

(茨
城
県
東
海
村
)
の
臨
界
事
故
で
、
前
所
長
の
越

島
建
三
容
疑
者

(五
四
)
ら
計
六
人
を
業
務
上
過
失
致
死
の
疑
い

で
逮
捕
し
た
。
原
子
力
施
設
で
の
事
故
で
逮
捕
者
が
出
た
の
は
初

め
て
。

○
長
野
県
知
事
選
は
即
日
開
票
の
結
果
、
作
家
の
田
中
康
夫
氏

(四
四
)
が
初
当
選
。
投
票
率
は
六
九
･
五
七
%
。

○
政
府
は
経
済
対
策
閣
僚
会
議
で
、
｢
日
本
新
生
の
た
め
の
新
発

展
政
策
｣
を
決
定
。
総
事
業
規
模
は
三

兆
円
で
、
こ
の
う
ち
国

費
は
三
兆
九
、
0
0
0
億
円
。
臨
時
国
会
に
二
〇
〇
〇
年
度
補
正

予
算
案
を
提
出
し
、
早
期
成
立
を
目
指
す
。

事
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劾
月
･日

道
路
行
政

の
動
き

○
山
形
自
動
車
道
湯
殿
山
I
C

(山
形
県
東
田
川
郡
朝
日
村
大
字

田
麦
俣
)
~
庄
内
あ
さ
ひ
I
C

(山
形
県
東
田
川
郡
朝
日
村
大
字

越
中
山
)
ま
で
の
区
間

(延
長
九
･
九
如
)
が
開
通
。

○
東
海
北
陸
自
動
車
道
五
箇
山
I
C

(富
山
県
東
礪
波
郡
上
平
村

上
田
中
字
鎌
沼
)
…
福
光
I
C

會
田山
県
西
礪
波
郡
福
光
町
天
池
)

ま
で
の
区
間

(延
長
一
六
･
三
如
)
が
開
通
。

○
道
央
自
動
車
道
旭
川
鷹
栖
I
C

(北
海
道
上
I
郵
;
西
町
)
…

和
寒
I
C

(北
海
道
上
川
郡
和
寒
町
字
三
笠
)
ま
で
の
区
間

(延

長
二
九
･
三
如
)
が
開
通
。

○
東
海
北
陸
自
動
車
道
荘
川
I
C
(岐
阜
県
大
野
郡
荘
川
村
大
字

猿
丸
)
~
飛
騨
清
見
I
C

(岐
阜
県
大
野
郡
清
見
村
大
字
夏
厩
)

ま
で
の
区
間

(延
長
一
人
･
九
皿
)
が
開
通
。

○
近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
三
国
岳
ト
ン
ネ
ル

(
一
、
○
八
六
m
)

が
貫
通
。

○
山
陽
自
動
車
道
龍
野
~
新
宮
間
の
金
坂
ト
ン
ネ
ル

(
一
、
二
〇

六
m
)
が
貫
通
。

○
阪
神
高
速
道
路
公
団
は
E
T
C
の
モ
ニ
タ
ー
募
集
を
開
始
。
募

集
人
員
は
約
五
〇
〇
人
。
三
一月
か
ら
湾
岸
線
の
天
保
山
料
金
所

な
ど
八
ヵ
所
で
試
行
運
用
を
実
施
。

事

項

進行セ 2000 11 59



あ
と
余
す
と
こ
ろ
一
ヵ
月
ほ
ど
で
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
二
十
一
世
紀
に
お
い
て
は
、
I
T
革

命
等
社
会
経
済
の
基
盤
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
と
と

も
に
、
少
子
･
高
齢
化
社
会
へ
の
対
策
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
一
二
年
に
は
六
五
歳
以
上
の
高
齢

者
が
一
五
%
を
超
え
、
平
成
二
七
年
頃
に
は
四
人
に
一
人
が

六
五
歳
以
上
と
な
る
計
算
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平

均
寿
命
は
世
界
で
も
一
、
二
を
争
う
長
寿
国
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
日
本
人
の
寿
命
が
伸
び
て
い
る
の
は
ど
こ
に

そ
の
原
因
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
医
療
技
術
の
進
歩
、
社

会
保
障
制
度
の
充
実
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
要
素
は
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
何
と
言
っ
て
も
食
生
活
の
変
化
が
こ
れ
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
で
は
野
菜
、

果
物
、
水
産
物
な
ど
の
生
鮮
食
料
品
の
九
九
%
以
上
が
道
路

輸
送
に
よ
っ
て
お
り
、
ま
た
、
宅
配
便
の
翌
日
配
達
が
可
能

な
地
域
も
飛
躍
的
に
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

道
路
の
整
備
が
進
む
に
つ
れ
、
多
く
の
地
域
に
お
い
て
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
健
康
的
な
食
生
活
が
可
能
に
な
っ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
道
路
ら
し
い
道
路
も
な
く
、
ま
し
て
や
車
で

の
輸
送
な
ど
及
び
も
つ
か
な
か
っ
た
時
代
の
食
生
活
は
ど
ん

な
も
の
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
地
域
に
よ
っ
て
相
違
は
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
一
例
と
し
て
、
島
崎
藤
村
の

｢木

曽
路
は
山
の
中
で
あ
る
｣
で
始
ま
る
｢夜
明
け
前
｣
の
中
で
、

当
時
の
木
曽
地
方
の
食
生
活
に
関
す
る
も
の
が
随
所
に
書
か

れ
て
お
り
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
も
の
と
し
て
は
、
そ
ば
･
ご
へ
い
餅
等
が
あ
り
ま
す
が
、

例
え
ば
宴
会
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
は
茄
子
の
か
ら
し
あ
え
･
豆

腐
あ
ん
か
け
･
玉
子
焼
き
･
小
芋
･
椎
茸
･
蓮
根
の
煮
も
の

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
現
代
の
宴
会

料
理
の
定
番
と
な
っ
て
い
る
刺
身
･
焼
魚
等
は
見
当
た
り
ま

せ
ん
。
今
の
わ
れ
わ
れ
の
目
で
み
る
と
か
な
り
偏
っ
た
食
生

活
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
も
の
の
な
か
に
も
全
国
各
地
で
ご
へ
い
餅
の
よ
う
に
素

朴
な
土
地
の
味
を
伝
え
る
名
物
と
し
て
現
在
で
も
訪
れ
る
人

に
親
し
ま
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
が
国
は
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
、
昔
か
ら
海
山
の
幸
に
恵

ま
れ
た
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
多
く
の
人
が
享
受
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
道
路
の
整
備
が
進
み
、
車
に
よ
る

輸
送
が
全
国
各
地
に
広
が
り
を
み
せ
た
ご
く
最
近
の
こ
と
で

す
。
国
民
一
人
一
人
が
二
十
一
世
紀
の
長
寿
社
会
を
健
康
で
、

か
つ
快
適
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
未
だ
欧
米
諸
国
に
比

べ
遅
れ
て
い
る
道
路
網
の
整
備
等
道
路
行
政
に
寄
せ
る
期
待

は
ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

(U
)
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